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司
法
的
裁
量
を
め
ぐ
る
論
争
を
踏
ま
え
て―

―

濱　
　
　
　

真　

一　

郎

は
じ
め
に

一　

Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論

二　

ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
量
論
批
判

三　

ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論

お
わ
り
に

は

じ

め

に

　

本
稿
は
、
法
実
証
主
義
の
法
理
論
を
擁
護
す
る
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
（Joseph R

az
）
の
解
釈
多
元
論
（interpretive pluralism

）
を
、
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ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論

司
法
的
裁
量
を
め
ぐ
る
論
争
を
踏
ま
え
て
、
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
司
法
的
裁
量
を
め
ぐ
る
論
争
と
し
て
、
本
稿
が
と
く
に

念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
法
実
証
主
義
の
擁
護
者
の
一
人
で
あ
る
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
（H

. L
. A

. H
art

）
と
、
反
法
実
証
主
義
的
な

法
理
論
を
提
唱
す
る
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
（R

onald D
w

orkin

）
の
あ
い
だ
の
論
争
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ハ
ー
ト
の
﹁
司
法
的
裁
量
（judicial discretion

）﹂
論
に
よ
る
と
、
法
的
ル
ー
ル
に
は
、
意
味
の
明
確
な
﹁
確
実
な
核
心
﹂
の
部
分
と
、

そ
う
で
は
な
い
﹁
疑
わ
し
い
反
影
﹂
の
部
分
が
あ
る
。
当
該
事
件
に
関
係
す
る
ル
ー
ル
が
不
明
確
な
事
件
に
い
て
は
、
裁
判
官
は
裁
量
を
用

い
て
事
件
を
処
理
し
て
お
り
、創
造
的
な
立
法
活
動
を
行
う
も
の
と
さ
れ
る）

1
（

。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
こ
の
理
解
を
批
判
し
、そ
う
し
た
ハ
ー
ド
・

ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
裁
判
官
は
原
理
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
司
法
的
裁
量
を
用
い
る
こ
と
な
し
に
、
単
一
の
正
し
い
答
え
（a 

single right answ
er

）
を
提
示
で
き
る
と
す
る）

2
（

。
な
お
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
そ
の
後
、
彼
独
自
の
解
釈
理
論
に
基
づ
い
て
、
裁
判
官
な
い

し
司
法
を
中
心
と
し
た
、﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
（law

 as integrity

）﹂
と
い
う
法
理
論
を
提
示
し
て
い
る）

3
（

。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
を
批
判
し
、
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
単
一
の
正
し
い
答

え
を
提
示
で
き
る
と
す
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
本
稿
が
注
目
す
る
ラ
ズ
は
、
ハ
ー
ト
か
ら
司
法
的
裁
量
論
を
受
け
継
ぎ
、
裁
判
所
に
よ

る
司
法
的
裁
量
を
認
め
て
い
る
。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
裁
判
所
は
、
法
的
ル
ー
ル
を
修
正
（m

odify

）
す
る
裁
量
や
、
法
的
ル
ー
ル
の
適
用

の
例
外
を
作
っ
た
り
す
る
裁
量
を
有
し
て
い
る
。
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
裁
量
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁
量
を
行
使
す
べ

き
で
あ
る
か
を
決
定
し
た
り
、
裁
量
を
ど
の
よ
う
に
行
使
す
べ
き
か
を
決
定
し
た
り
す
る
た
め
に
、
道
徳
的
推
論
に
訴
え
ね
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
る）

4
（

。

　

ラ
ズ
は
さ
ら
に
、
近
年
に
至
り
、
解
釈
多
元
論
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
る
と
、
あ
る
解
釈
対
象
に
つ
い
て
、
そ
の
既
存

の
意
味
を
説
明
す
る
解
釈
だ
け
で
な
く
、
そ
の
新
し
い
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
革
新
的
解
釈
が
、
し
か
も
両
立
不
可
能

（incom
patible

）
な
複
数
の
革
新
的
解
釈
（innovative interpretations

）
が
、
存
在
し
て
い
る）

5
（

。
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
は
、
こ
の
事
実

八
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を
踏
ま
え
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
は
、
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
を
補
強
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
定

論
と
は
対
照
的
な
内
容
を
も
つ
。
よ
っ
て
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
英
米
に
お
け
る
司
法
的
裁

定
に
か
ん
す
る
議
論
状
況
を
把
握
す
る
上
で
、
少
な
く
な
い
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
本
稿
の
構
成
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
一
章
で
は
、
ハ
ー
ト
が
提
示
し
た
法
実
証
主
義
の
法
理
論
の
基
本
的
特
徴
お
よ
び
、
彼

の
司
法
的
裁
量
論
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
第
二
章
で
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
量
論
批
判
の
概
要
を
確
認
し
た
上
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ

ン
独
自
の
解
釈
理
論
に
基
づ
く
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
﹂
理
論
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
第
三
章
で
は
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
検
討

す
る
。﹁
お
わ
り
に
﹂
で
は
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
は
司
法
的
裁
量
論
を
補
強
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
筆
者
の
理
解
を
提

示
す
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
が
、
現
代
日
本
の
法
状
況
を
把
握
す
る
上
で
有
す
る
含
意
に
つ
い
て
も
、
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論

１　

ハ
ー
ト
の
法
実
証
主
義
の
法
理
論

　

本
章
お
よ
び
次
章
で
は
、
司
法
的
裁
量
を
め
ぐ
る
、
ハ
ー
ト
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
あ
い
だ
の
論
争
に
つ
い
て
、
概
観
す
る
作
業
を
行
う
。

ハ
ー
ト
は
、
主
著
で
あ
る
﹃
法
の
概
念
（T

h
e C

on
cep

t of L
a

w
）﹄（
一
九
六
一
年
）
に
お
い
て
、
日
常
言
語
学
派
の
手
法
な
ど
を
駆
使

し
な
が
ら
、
近
代
国
家
法
の
特
徴
・
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
、
拳
銃
強
盗
が
銀
行
員
に
﹁
金
を
渡
せ
、
さ
も
な
け
れ
ば
撃
つ
ぞ
﹂

と
命
令
す
る
状
況
の
分
析
か
ら
出
発
す
る
。
こ
の
例
は
、
法
は
制
裁
を
伴
っ
た
主
権
者
の
﹁
命
令
（com

m
and

）﹂
で
あ
る
と
い
う
、
ジ
ョ

ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（John A

ustin

）
的
な
法
–主
権
者
命
令
説
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る）

6
（

。
し
か
し
そ
の
モ
デ
ル
で
は
、
近
代
国
家
法
の
特

八
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徴
は
適
切
に
は
説
明
で
き
な
い
。
国
家
法
は
単
な
る
命
令
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、﹁
命
令
﹂
に
代
え
て
﹁
ル
ー
ル
（rule

）﹂
の
概
念
が
導
入
さ
れ
る
。
ル
ー
ル
は
、
義
務
賦
課
的
ル
ー
ル
と
権
能
付
与
的
ル
ー
ル

に
区
別
さ
れ
る
。
義
務
賦
課
的
ル
ー
ル
は
、
一
定
の
行
為
を
義
務
づ
け
た
り
、
責
務
を
定
め
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
権
能
付
与
的
ル
ー
ル

は
、
公
的
権
能
や
私
的
権
能
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
行
為
を
可
能
に
し
た
り
、
保
護
し
た
り
、
促
進
し
た
り
す
る

も
の
で
あ
る）

7
（

。
義
務
賦
課
的
ル
ー
ル
で
あ
る
第
一
次
的
ル
ー
ル
し
か
な
い
法
以
前
の
社
会
で
は
、
ル
ー
ル
は
静
態
的
・
非
効
率
的
・
不
明
確

で
あ
る
。
そ
う
し
た
欠
陥
を
是
正
す
る
た
め
に
、
変
更
の
ル
ー
ル
、
裁
定
の
ル
ー
ル
、
承
認
の
ル
ー
ル
と
い
う
三
種
類
の
ル
ー
ル
が
導
入
さ

れ
る）

8
（

。
こ
れ
ら
の
三
種
類
の
ル
ー
ル
は
、
法
以
前
の
社
会
に
お
け
る
第
一
次
的
ル
ー
ル
に
か
ん
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
第
二
次
的
ル
ー

ル
と
呼
ば
れ
る）

9
（

。

　

承
認
の
ル
ー
ル
は
、
そ
の
国
に
お
い
て
遵
守
さ
れ
る
べ
き
妥
当
な
法
的
ル
ー
ル
が
何
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
重
要
な
ル
ー
ル
で
あ
る
。
承

認
の
ル
ー
ル
自
体
は
、
公
務
員
た
ち
（
裁
判
官
な
ど
）
の
あ
い
だ
に
お
け
る
実
践
（practice

）
と
し
て
の
み
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の

実
践
の
存
在
は
事
実
の
問
題
で
あ
る）
₁₀
（

。
承
認
の
ル
ー
ル
に
妥
当
性
を
付
与
す
る
も
の
は
何
も
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
﹁
究
極
的
ル
ー
ル
﹂
で
あ

る
と
さ
れ
る）
₁₁
（

。
第
一
次
的
ル
ー
ル
し
か
な
か
っ
た
法
以
前
の
社
会
は
、
第
二
次
的
ル
ー
ル
が
加
わ
る
こ
と
で
、
法
的
社
会
に
移
行
す
る）
₁₂
（

。
も

し
も
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
の
よ
う
な
第
一
次
的
ル
ー
ル
と
第
二
次
的
ル
ー
ル
の
結
合
か
ら
生
じ
る
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ

れ
は
法
体
系
の
核
心
を
把
握
で
き
る
の
で
あ
る）
₁₃
（

。

２　

ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論

　

次
に
、ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
の
概
要
を
確
認
し
よ
う）
₁₄
（

。
ハ
ー
ト
に
よ
る
と
、法
的
ル
ー
ル
に
は
、意
味
の
明
確
な
﹁
確
実
な
核
心
（core 

of certainty

）﹂
の
部
分
と
、
そ
う
で
は
な
い
﹁
疑
わ
し
い
半
影
（penum

bra of doubt

）﹂
の
部
分
が
あ
る）
₁₅
（

―
―

ハ
ー
ト
は
後
者
の
部
分

八
五
八
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に
つ
い
て
、﹁
不
確
定
さ
の
半
影
（penum

bra of uncertainty

）﹂
と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
る）
₁₆
（

―
―

。
当
該
事
件
に
関
係
す
る
ル
ー
ル

が
不
明
確
な
事
件
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
裁
量
（discretion

）
を
用
い
て
事
件
を
処
理
し
て
お
り
、
法
創
造
の
権
能
（law

-creating 

pow
er

）
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る）
₁₇
（

。
以
下
、
ハ
ー
ト
の
議
論
を
み
て
い
こ
う
。

　

ハ
ー
ト
は
、
法
的
ル
ー
ル
に
不
確
実
さ
の
反
影
の
部
分
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
以
下
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
公

園
内
に
乗
り
物
（vehicle

）
を
乗
り
入
れ
て
は
い
け
な
い
﹂
と
い
う
一
般
的
ル
ー
ル
の
場
合
、
自
動
車
、
バ
ス
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
は
、

明
瞭
な
事
例
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
自
転
車
、
飛
行
機
、
ロ
ー
ラ
ー
・
ス
ケ
ー
タ
ー
な
ど
の
よ
う
な
、
そ
の
一
般
的
ル
ー
ル
を
適
用
で

き
る
か
が
明
ら
か
で
な
い
事
例
も
、
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
ハ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
一
般
的
な
ル
ー
ル

に
は
、
確
実
な
核
心―

―

ル
ー
ル
の
適
用
が
明
瞭
な
部
分―

―

と
、
疑
わ
し
い
半
影―

―

ル
ー
ル
の
適
用
が
明
ら
か
で
な
い
部
分―

―

が
、

存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る）
₁₈
（

。

　

以
上
の
事
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
立
法
は
、
そ
の
適
用
が
疑
問
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
不
確
定
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
人
間

た
る
立
法
者
は
、
将
来
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
複
合
的
状
況
を
知
り
つ
く
す
こ
と
が
、
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し

た
予
知
の
不
可
能
性
か
ら
、
目
的
に
つ
い
て
の
相
対
的
な
不
確
定
性
（indeterm

inacy

）
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₁₉
（

。
な
お
、
権
威

あ
る
事
例
に
よ
っ
て
一
般
的
ル
ー
ル
を
伝
達
す
る
場
合
に
も
、
不
確
定
性
が
存
在
す
る
。
と
い
う
の
も
、
判
例
（precedent

）
を
法
的
妥

当
性
の
基
準
と
し
て
認
め
る
と
し
て
も
、
法
体
系
が
異
な
る
場
合
や
、
同
じ
法
体
系
で
も
時
期
が
異
な
る
と
き
に
は
、
判
例
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
判
例
理
論
で
用
い
ら
れ
て
い
る
重
要
な
用
語―

―

﹁
判
決
理
由
（ra

tio 

d
ecid

en
d

i

）﹂﹁
重
要
事
実
（m

aterial facts

）﹂﹁
解
釈
（interpretation
）﹂―

―

も
、
不
確
定
さ
の
反
影
を
も
っ
て
い
る）
₂₀
（

。

　

ハ
ー
ト
は
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
法
に
は
﹁
開
か
れ
た
構
造
（open texture
））
₂₁
（

﹂
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
行
動
の
基

準
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
先
例
ま
た
は
立
法
の
い
ず
れ
が
選
ば
れ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
、
大
多
数
の
通
常
の
事
例
に
つ
い
て
は
円
滑

八
五
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に
作
用
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
適
用
が
疑
問
と
な
る
よ
う
な
点
で
は
不
確
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る）
₂₂
（

﹂。
ハ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
先
例
の
場
合

も
立
法
（
制
定
法
）
の
場
合
も
、
開
か
れ
た
構
造
の
領
域
が
存
在
し
、
そ
の
領
域
に
お
い
て
は
、
創
造
的
な
司
法
活
動
（creative judicial 

activity
）
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₂₃
（

。

　

結
局
、
ハ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
法
の
開
か
れ
た
構
造
は
、﹁
裁
判
所
や
公
機
関
に
よ
る
展
開
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
行
為
の

領
域
の
多
く
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て）
₂₄
（

﹂
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
あ
ら
ゆ
る
法
体
系
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
お
よ
び
他
の
公
機
関
が
裁
量
を

用
い
て
当
初
は
漠
然
と
し
て
い
た
基
準
を
確
定
し
た
も
の
と
し
た
り
、
制
定
法
の
不
確
実
さ
を
解
決
し
た
り
、
権
威
あ
る
先
例
が
た
だ
お
お

ま
か
に
伝
達
し
た
ル
ー
ル
を
発
展
さ
せ
、
資
格
づ
け
た
り
す
る
よ
う
に
、
広
範
で
重
要
な
分
野
が
、
開
か
れ
た
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る）
₂₅
（

﹂
の
で

あ
る
。
そ
う
し
た
分
野―

―

す
な
わ
ち
、
ル
ー
ル
の
境
界
線
上
や
、
判
例
理
論
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
分
野―

―

に
お
い
て
は
、

裁
判
所
は
、
ル
ー
ル
定
立
機
能
（a rule-producing function

）
を
果
た
し
て
い
る）
₂₆
（

。
以
上
が
、
ハ
ー
ト
が
提
示
し
た
司
法
的
裁
量
論
の

概
要
で
あ
る
。二　

ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
量
論
批
判

１　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
量
論
批
判

　

本
稿
の
第
一
章
で
は
、
ハ
ー
ト
の
法
実
証
主
義
の
法
理
論
お
よ
び
、
彼
の
司
法
的
裁
量
論
の
概
要
に
つ
い
て
、
確
認
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

さ
て
、
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
に
は
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
か
ら
の
批
判
が
あ
る）
₂₇
（

。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
の
司

法
的
裁
定
で
は
、
法
実
証
主
義
者
の
い
う
﹁
ル
ー
ル
﹂
と
は
違
っ
た
性
質
や
機
能
を
も
つ
﹁
原
理
（principle

）﹂
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

原
理
は
、
ル
ー
ル
と
ル
ー
ル
の
衝
突
を
解
決
し
た
り
、
制
定
法
の
新
た
な
解
釈
を
正
当
化
し
た
り
、
新
た
な
ル
ー
ル
の
採
用
お
よ
び
適
用
を

八
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正
当
化
し
た
り
す
る
働
き
を
な
す）
₂₈
（

。
原
理
は
、
裁
判
官
が
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、
裁
判
官
を
拘
束
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
司
法
的
裁
量
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い）
₂₉
（

。
ま
た
ハ
ー
ト
の
い
う
承
認
の
ル
ー
ル
な
い
し
系
譜
テ

ス
ト
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
原
理
は
適
切
に
捉
え
ら
れ
な
い）
₃₀
（

。
系
譜
テ
ス
ト
と
は
、
妥
当
な
法
的
諸
ル
ー
ル
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
、

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
系
譜
（pedigree

）
に
よ
っ
て
判
断
す
る
テ
ス
ト
を
意
味
す
る）
₃₁
（

。

　

さ
て
、
ハ
ー
ト
は
、
行
為
の
指
針
と
し
て
ル
ー
ル
を
受
容
す
る
社
会
集
団
の
内
的
視
点
（internal point of view

）
と
、
ル
ー
ル
を
自

ら
は
受
容
し
な
い
観
察
者
の
外
的
視
点
（external point of view

）
を
区
別
す
る）
₃₂
（

。
彼
自
身
は
、
内
的
視
点
に
外
側
か
ら
言
及
す
る
観
察

者
の
外
的
視
点
か
ら）
₃₃
（

、
法
を
、
法
的
ル
ー
ル
の
体
系
と
し
て
捉
え
る）
₃₄
（

。
承
認
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ
る
体
系
が
法
な
の
で
あ
り）
₃₅
（

、
法

理
論
は
、
そ
の
構
造
を
分
析
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
の
で
あ
る）
₃₆
（

。
対
す
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
超
人
的
な
裁
判
官
で
あ
る
ヘ
ラ
ク
レ
ス）
₃₇
（

の

内
的
視
点
を
採
用
し
、
誰
に
権
利
が
あ
る
か
な
い
か
に
関
心
を
寄
せ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
裁

判
官
は
原
理
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
単
一
の
正
し
い
解
答
が
存
在
し
て
い
る）
₃₈
（

。
彼
は
、
法
服
を
着
て
い
る
裁
判
官）
₃₉
（

の

内
的
視
点
か
ら
、
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
と
い
う
実
践
的
関
心
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

２　

解
釈
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
法
の
構
成
的
解
釈

　

以
上
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
、
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
に
対
す
る
批
判
を
概
観
し
た
。
以
下
で
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
主
著
﹃
法

の
帝
国
（L

a
w

’s E
m

p
ire

）﹄（
一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
提
示
す
る
、
彼
自
身
の
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
（law

 as integrity

）﹂
と
い
う

法
理
論
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
こ
う）
₄₀
（

。

　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
解
釈
ア
プ
ロ
ー
チ
を
参
照
す
る
の
が
有
用
で
あ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に

と
っ
て
、
解
釈
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
の
価
値
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
判
断
が
い
か
に
し
て
正
し
く
あ
り
う
る
か
と
い
う
こ
と
の
説
明
と
、

八
六
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関
連
し
て
い
る
。
芸
術
作
品
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
そ
の
作
品
の
芸
術
的
な
特
徴
を
、
そ
の
作
品
の
価
値
の
観
点
か
ら
説
明
し
よ
う

と
す
る
、
解
釈
的
な
営
み
で
あ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
と
っ
て
、
解
釈
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
法
哲
学
や
政
治
哲
学
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
方
法
に
と
っ
て
、
根
源
的
な
含
意
を
有
し
て
い
る）
₄₁
（

。

　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、自
分
自
身
が
採
用
す
る
解
釈
の
営
み
を
、構
成
的
解
釈
（constructive interpretation

）
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

﹁
大
雑
把
に
言
え
ば
構
成
的
解
釈
と
は
、
あ
る
対
象
や
実
践
に
目
的
を
課
し
、
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
が
属
す
る
と
想
定
さ
れ
る
実
践
形
態
や

芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
最
善
の
一
例
と
し
て
こ
れ
ら
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る）
₄₂
（

﹂。
彼
は
、
例
え
ば
法
の
構
成
的
解
釈
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。﹁
法
の
一
般
理
論
は
構
成
的
解
釈
を
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
法
実
務
の
総
体
を
最
善
の
光
の
も
と

で
示
す
こ
と
を
試
み
、
現
実
に
存
在
す
る
法
実
務
と
、
当
該
実
務
の
最
善
の
正
当
化
と
の
間
で
均
衡
を
達
成
し
よ
う
と
試
み
る）
₄₃
（

﹂。

３　
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
﹂
と
連
鎖
小
説
の
比
喩

　

以
上
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
解
釈
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
彼
の
﹁
統

合
性
と
し
て
の
法
﹂
と
い
う
法
理
論
の
概
要
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
法
の
な
か
で
生
き
、
法
に

よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
法
の
帝
国
の
臣
民
で
あ
る）
₄₄
（

。
裁
判
所
は
法
の
帝
国
の
首
都
で
あ
り
、
裁
判
官
は
そ
の
王
侯
で
あ
る）
₄₅
（

。

弁
護
士
や
裁
判
官
や
普
通
の
人
々
は
、
法
命
題
（propositions of law

）
が
真
な
い
し
偽
で
あ
り
う
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
法
命
題

は
非
常
に
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
う
る―

―

例
え
ば
﹁
法
は
第
十
四
修
正
の
意
味
の
中
に
含
ま
れ
る
平
等
保
護
を
、
州
が
ど
の
よ
う
な
人

間
に
対
し
て
で
あ
れ
否
定
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
﹂
と
い
っ
た
法
命
題
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ほ
ど
に
は
一
般
的
で
は
な
い
も
の
も
あ
る

―
―

例
え
ば
﹁
同
僚
の
従
業
員
に
よ
る
損
害
に
対
し
て
は
法
は
損
害
賠
償
を
認
め
て
い
な
い
﹂
と
い
っ
た
法
命
題
。
さ
ら
に
、
き
わ
め
て

具
体
的
な
も
の
も
あ
る―

―

例
え
ば
、﹁
法
は
ア
ク
メ
社
に
対
し
て
、
先
の
二
月
に
ジ
ョ
ン
・
ス
ミ
ス
が
就
業
中
に
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す

八
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る
よ
う
要
求
す
る
﹂
と
い
っ
た
法
命
題）
₄₆
（

。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、﹁
法
令
集
が
沈
黙
し
て
い
る
場
合
で
も
、
我
々
は
法
の
規
定
が
何
で

あ
る
か
に
つ
い
て
議
論
す
る

0

0

0

0

。
こ
う
し
て
我
々
は
、
は
っ
き
り
と
は
聴
き
と
れ
な
い
ほ
ど
低
い
声
で
は
あ
る
が
、
法
が
特
定
の
規
定
を
小
声

で
さ
さ
や
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
で
あ
る）
₄₇
（

﹂（
強
調
は
原
文
）。

　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
連
鎖
小
説
の
比
喩
を
用
い
て
、
裁
判
官
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
連
鎖
小
説
の
企
て
に
お
い
て
は
、﹁
小

説
家
の
グ
ル
ー
プ
が
一
つ
の
小
説
を
順
次
に
書
い
て
い
く
。
つ
ま
り
、
連
鎖
を
構
成
す
る
各
々
の
小
説
家
は
、
新
た
な
一
章
を
書
き
加
え
る

た
め
に
、
彼
に
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
そ
れ
以
前
の
諸
章
を
解
釈
す
る
の
で
あ
り
、
彼
が
新
た
に
書
き
上
げ
た
章
は
、
そ
の
後
次
の
小
説
家

が
受
け
取
る
も
の
に
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
等
々
。
各
々
の
小
説
家
は
、
創
作
中
の
小
説
を
可
能
な
か
ぎ
り
最
善
の
も
の
に
す
る

た
め
に
、
自
分
の
章
を
書
く
任
務
を
課
さ
れ
て
い
る）
₄₈
（

﹂。

　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
論
じ
る
に
は
、
統
合
性
と
し
て
の
法
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
事
案
を
判
決
す
る
裁
判
官
に
対
し
て
、
自
分
を
コ
モ
ン
・

ロ
ー
の
連
鎖
に
加
わ
る
作
者
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
要
求
す
る
。
裁
判
官
は
﹁
他
の
裁
判
官
た
ち
が
、
自
分
の
事
案
と
正
確
に
は
同
じ
で
な

い
が
こ
れ
と
関
連
す
る
諸
問
題
が
扱
わ
れ
た
他
の
事
案
を
既
に
判
決
し
た
事
実
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
他
の
裁
判
官
が
既
に
下

し
た
判
決
を
自
分
が
解
釈
す
べ
き
長
大
な
最
大
の
物
語
の
一
部
と
考
え
ね
ば
な
ら）
₄₉
（

﹂
な
い
の
で
あ
る
。

三　

ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論

１　

司
法
的
裁
量
論
を
め
ぐ
る
論
争
の
再
確
認

　

本
稿
の
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
で
は
、
司
法
的
裁
量
を
め
ぐ
る
、
ハ
ー
ト
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
あ
い
だ
の
論
争
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
に
よ
る
と
、
法
的
ル
ー
ル
に
は
意
味
の
明
確
な
﹁
確
実
な
核
心
﹂
の
部
分
と
、
そ
う
で
は
な
い
﹁
疑
わ
し
い
反
影
﹂

八
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の
部
分
が
あ
る
。
当
該
事
件
に
関
係
す
る
ル
ー
ル
の
意
味
が
不
明
確
な
事
件
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
裁
量
を
用
い
て
事
件
を
処
理
し
て
お

り
、
創
造
的
な
立
法
活
動
を
行
う
も
の
と
さ
れ
る）
₅₀
（

。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
こ
の
理
解
を
批
判
し
、
そ
う
し
た
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、

裁
判
官
は
原
理
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
司
法
的
裁
量
を
用
い
る
こ
と
な
し
に
、
単
一
の
正
し
い
答
え
を
提
示
で
き
る
と
す
る）
₅₁
（

。

　

な
お
、ハ
ー
ト
は
﹃
法
の
概
念
︹
第
二
版
︺﹄
の
﹁
補
遺
（P

ostscript

））
₅₂
（

﹂
に
お
い
て
、ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
量
論
批
判
に
対
し
て
、

反
論
を
試
み
て
い
る）
₅₃
（

。
ハ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
裁
判
官
が
法
創
造
的
な
裁
量
を
行
使
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
、
否
定
す

る
。
よ
っ
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
自
分
（
ハ
ー
ト
）
の
あ
い
だ
に
は
、
司
法
的
裁
定
の
説
明
に
か
ん
し
て
、
大
き
な
違
い
が
存
在
し
て
い

た
）
₅₄
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
﹃
法
の
帝
国
﹄
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
法
命
題
は
彼
の
い
う
意
味
で
﹁
解
釈
的
（interpretive

）﹂

で
あ
る
と
主
張
し
た
が
ゆ
え
に
、
裁
判
所
が
法
創
造
的
な
裁
量
を
事
実
上
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
し
ば
し
ば
行
使
し
て
い
る
こ
と
を
承
認
し

て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
司
法
的
裁
定
に
か
ん
す
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
実
質
的
な
立
場
は
、
裁
判
官
は
法
創
造
的
な
裁
量
を
し
ば
し
ば
行

使
し
て
い
る
と
い
う
自
分
（
ハ
ー
ト
）
の
立
場
に
、
近
く
な
っ
た
の
で
あ
る）
₅₅
（

。

　

さ
て
、
本
章
で
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
解
釈
理
論
と
対
照
的
な
、
ラ
ズ
の
解
釈
理
論
に
注
目
す
る
。
ラ
ズ
は
、
ハ
ー
ト
の
法
実
証
主
義
の

理
論
を
受
け
継
ぐ
人
物
で
あ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
司
法
的
裁
量
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ラ
ズ
は
、
裁
判
官
に
よ
る
司
法

的
裁
量
を
認
め
て
い
る
。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
裁
判
所
は
、
法
的
ル
ー
ル
を
修
正
す
る
裁
量
や
、
法
的
ル
ー
ル
の
適
用
の
例
外
を
作
っ
た
り
す

る
裁
量
を
有
し
て
い
る
。
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
裁
量
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁
量
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
か
を
決
定
し

た
り
、
裁
量
を
ど
の
よ
う
に
行
使
す
べ
き
か
を
決
定
し
た
り
す
る
た
め
に
、
道
徳
的
推
論
に
訴
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る）
₅₆
（

。

　

な
お
、
ラ
ズ
は
、
制
定
法
解
釈
に
お
い
て
は
制
定
者
の
意
図
を
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
、
権
威
的
意
図
テ
ー
ゼ
（authoritative 

intention thesis

）
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
ゼ
は
、
立
法
者
が
語
っ
た
も
の
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
立
法
を
理
解
す
る
よ
う
に
求

め
て
い
る）
₅₇
（

。
た
だ
し
、
あ
る
法
を
制
定
す
る
動
機
と
な
っ
た
結
果
が
そ
の
法
に
よ
っ
て
生
じ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
立
法
者
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の
意
図
に
反
し
て
そ
の
法
を
解
釈
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
る）
₅₈
（

。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ラ
ズ
は
、
裁
判
所
が
法
的
ル
ー
ル
を
修
正
す
る
裁
量
を
有
し
て
い
る
場
合
や
、
裁
判
所
が
立
法
者
の
意
図
に

反
し
て
法
を
解
釈
す
る
場
合
が
あ
る
と
、
主
張
し
て
い
る
。
さ
て
、
筆
者
の
理
解
で
は
、
ラ
ズ
は
以
上
の
司
法
的
裁
量
論
お
よ
び
解
釈
理
論

を
補
強
す
る
た
め
に
、
彼
独
自
の
解
釈
多
元
論
（interpretive pluralism

）
を
提
唱
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
の
概
要
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
解
釈
対
象
に
つ
い
て
、
そ
の
既
存
の
意
味
を
説
明
す
る

解
釈
だ
け
で
な
く
、
そ
の
新
し
い
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
革
新
的
解
釈
が
、
し
か
も
両
立
不
可
能
（incom

patible

）
な
複
数
の
革

新
的
解
釈
（innovative interpretations

）
が
、存
在
す
る
の
で
あ
る
、と）
₅₉
（

。
ラ
ズ
は
、こ
の
解
釈
多
元
論
を
、法
解
釈
の
領
域
に
応
用
し
、

革
新
的
な
司
法
的
解
釈
が
法
を
変
化
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
と
、
論
じ
る
こ
と
に
な
る）
₆₀
（

。
以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
本
章
の
以
下
の
箇
所
で
は
、

ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

２　

解
釈
と
は
何
か

　

ま
ず
は
、
ラ
ズ
が
解
釈
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
解
釈
と
は
、
解
釈
対
象
の
意

味
を
説
明
な
い
し
表
示
す
る
営
み
の
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ズ
の
い
う
解
釈
対
象
と
は
、
意
味
を
有
す
る
何
か
（som

ething w
hich has 

m
eaning

）
の
こ
と
で
あ
る）
₆₁
（

。
解
釈
対
照
の
具
体
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
歴
史
上
の
出
来
事
、
芸
術
作
品
、
宗
教
的
な
儀
式
や
文
書
、
人

間
関
係
、
法
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る）
₆₂
（

。

　

ラ
ズ
は
、
解
釈
対
象
を
、
彼
独
自
の
文
化
的
財
（cultural goods
）
と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
い
る
。
文
化
的
財
と
は
、
そ
の
意
味
が

文
化
的
実
践
に
依
存
す
る
事
物
（things

）
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
的
財
の
第
一
の
特
徴
は
、
そ
れ
か
ら
便
益
を
得
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に

つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
優
れ
た
演
劇
を
評
価
（appreciate

）
し
た
り
楽
し
ん
だ
り
す
る
た
め
に
は
、
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演
劇
と
は
何
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
友
人
を
得
る
た
め
に
は
、
友
情
と
は
何
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
結
局
、
い
か
な
る
場

合
で
も
、
当
該
の
文
化
的
財
が
何
で
あ
れ
、
そ
れ
に
関
与
（engaging

）
し
た
り
、
そ
れ
に
適
し
た
態
度
や
期
待
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
適

し
た
様
式
で
行
為
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
財
か
ら
便
益
を
得
る
の
で
あ
る）
₆₃
（

。

　

文
化
的
財
の
第
二
の
特
徴
は
、
こ
の
財
が
文
化
に
依
存
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
文
化
的
財
が
存
在
す
る
と

い
う
場
合
、
そ
れ
は
実
際
に
は
、
文
化
的
財
を
享
受
し
た
り
そ
れ
か
ら
便
益
を
得
た
り
す
る―

―

文
化
的
財
に
ア
ク
セ
ス
す
る
（having 

access to them

）―
―

能
力
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
意
味
す
る
。
こ
の
意
味
で
の
文
化
的
財
の
存
在
は
、
文
化
的
財
に
関
与
し
た
り
、
そ

れ
か
ら
便
益
を
得
た
り
、
そ
れ
を
尊
重
し
た
り
す
る
と
い
う
社
会
的
実
践
の
存
在
に
、
依
存
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
理
解
し
て
楽
し
み
な
が

ら
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
﹃
戦
争
と
平
和
﹄
を
読
ん
だ
り
、
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
﹃
雲
﹄
と
い
う
喜
劇
を
読
ん
だ
り
鑑
賞
し
た
り
す
る
能
力
は
、

人
々
が
小
説
や
戯
曲
を
書
い
た
り
読
ん
だ
り
論
じ
た
り
す
る
文
化
が
、
現
在
な
い
し
過
去
の
い
ず
れ
か
の
場
所
に
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
に

依
存
す
る）
₆₄
（

。

３　

解
釈
多
元
論
と
革
新
的
解
釈

　

以
上
で
、
ラ
ズ
が
念
頭
に
置
く
解
釈
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
彼
が
解
釈
対
象
を
文
化
的
財
と
い
う
概
念
で
説
明
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
確
認
し
た
。
以
下
で
は
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
の
概
要
を
提
示
し
た
い
。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
は
、
穏
健

（tam
e

）
な
理
解
の
仕
方
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
一
つ
の
小
説
に
か
ん
す
る
複
数
の
異
な
る
（
し
か
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
多
く

の
解
釈
者
に
よ
る
）
解
釈
を
、
一
つ
の
包
括
的
な
解
釈
の
多
く
の
部
分
と
し
て
結
び
つ
け
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
可
能
で
あ
る）
₆₅
（

。

　

解
釈
多
元
論
は
、
こ
の
事
実
に
は
左
右
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
解
釈
多
元
論
の
要
点
は
、
同
一
の
解
釈
対
象
（the sam

e object

）

に
か
ん
す
る
複
数
の
両
立
不
可
能
な

0

0

0

0

0

0

解
釈
（several in

com
p

a
tible interpretations

）
が
い
ず
れ
も
よ
い
（good

）
と
い
う
こ
と
が
可
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能
だ
、
と
い
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
対
象
が
、
二
つ
以
上
の
意
味
を
有
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
に
は
二
つ
以
上
の
解
釈
が
存
在
す

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
じ
言
葉
に
二
つ
の
意
味
が
あ
る
（
例
え
ば
英
語
の‘bank’

に
は
﹁
土
手
﹂
と
﹁
銀
行
﹂
と
い
う
意
味
が
あ
る
）

と
い
う
形
で
、
意
味
の
多
元
性
を
指
摘
し
て
も
、
解
釈
多
元
論
の
何
が
重
要
な
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ラ
ズ
が
問
題
に
し
て

い
る
の
は
、
一
つ
の
解
釈
対
象
に
つ
い
て
、
互
い
に
両
立
不
可
能
で
、
互
い
を
取
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
複
数
の
解
釈
が
存
在

す
る
と
い
う
、
解
釈
多
元
論
な
の
で
あ
る）
₆₆
（

。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
解
釈
多
元
論
と
は
、
意
味
を
有
す
る
解
釈
対
象
に
つ
い
て
の
複
数
の
よ
い
解
釈
が
存
在
し
う
る
、
と
い
う
主

張
で
あ
る
。解
釈
多
元
論
の
要
点
は
、﹁
同
一
の
対
象
に
つ
い
て
の
両
立
不
可
能
な

0

0

0

0

0

0

複
数
の
解
釈
が
す
べ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
﹂

と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る）
₆₇
（

（
強
調
は
原
文
）。

　

さ
て
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
解
釈
多
元
論
の
説
明
は
、
革
新
（innovation

）
の
説
明
と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
解

釈
の
な
か
に
は
、解
釈
対
象
の
既
存
の
意
味
（the existing m

eaning

）
に
つ
い
て
説
明
す
る
よ
う
な
解
釈
が
存
在
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

解
釈
の
な
か
に
は
、
解
釈
対
象
の
新
し
い
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
、﹁
複
数
の

0

0

0

革
新
的
解
釈
（innovative interpretations

）﹂
が

存
在
す
る）
₆₈
（

（
強
調
は
筆
者
）。
よ
っ
て
、
解
釈
は
多
元
的
で
あ
る
。
結
局
、
解
釈
対
象
の
既
存
の
意
味
を
説
明
す
る
解
釈
だ
け
で
な
く
、
解

釈
対
象
の
新
し
い
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
複
数
の
革
新
的
解
釈
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
解
釈
は
多
元
的
で
あ
る
と
い
う
解
釈
多
元
論
が
、

導
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

４　

革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
解
釈
多
元
論
の
要
点
は
、
同
一
の
解
釈
対
象
に
か
ん
す
る
両
立
不
可
能
な
複
数
の
解
釈
が
い
ず
れ
も
よ
い
と

い
う
こ
と
が
可
能
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
革
新
的
解
釈
に
つ
い
て
理
解
す
る
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必
要
が
あ
る
。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
革
新
的
解
釈
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
難
問
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
）
₆₉
（

。
彼
は
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
難
問
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
解
釈
と
は
、
解
釈
対
象
が
有
す
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
対
象
に
つ
い
て
説
明
す
る
営
み
で
あ

る
）
₇₀
（

。
し
た
が
っ
て
解
釈
は
、
解
釈
対
象
の
既
存
の
意
味
（the existing m

eaning

）
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
か
悪
い
か
が
判

定
さ
れ
る
の
で
あ
る）
₇₁
（

。
と
こ
ろ
が
、
革
新
的
解
釈
は
、
あ
る
解
釈
対
象
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
、
そ
の
解
釈
対
象
の
意
味―

―

革
新

的
解
釈
が
な
さ
れ
る
以
前
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
意
味―
―

を
、
説
明
し
た
り
明
ら
か
に
（reveal

）
し
た
り
す
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
（
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
意
味
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
）
は
果
た
し
て
可
能
な
の
か）
₇₂
（

。
ラ
ズ
は
こ
の
難
問
を
、
以
下
の
二
つ
の
難
問
に

敷
衍
し
て
い
る）
₇₃
（

。

　

ま
ず
は
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
第
一
の
難
問
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
私
が
あ
る
解
釈
を
提
示
し
た
と
し
よ
う
。
そ
の
解
釈
が

よ
い
解
釈
（a good one

）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
解
釈
は
、
私
が
そ
れ
を
提
示
す
る
以
前
か
ら
、
よ
い
解
釈
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い）
₇₄
（

。

私
の
解
釈
が
、
そ
れ
を
提
示
す
る
以
前
か
ら
よ
い
解
釈
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
私
の
解
釈
は
革
新
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
よ
っ
て
、
革
新
的

解
釈
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る）
₇₅
（

。

　

次
に
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
第
二
の
難
問
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
こ
の
難
問
は
、﹁
説
明
（explanation

）﹂
の
理
解
の
仕
方
と

か
か
わ
っ
て
い
る
。
も
し
も
解
釈
が
説
明
で
あ
る
と
す
れ
ば
、解
釈
は
革
新
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、説
明
は﹁
不
活
発（inert

）﹂

だ
か
ら―

―

筆
者
な
り
に
表
現
を
補
う
な
ら
ば
、﹁
変
化
を
も
た
ら
す
力
を
有
さ
な
い
﹂
か
ら―

―

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
説
明
は
、
自
ら

が
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
解
釈
対
象
を
、
創
造
し
た
り
修
正
し
た
り
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る）
₇₆
（

。
結
局
、
不
活
発
な
説
明
を
な
す
解
釈
は
、

解
釈
対
象
を
創
造
し
た
り
修
正
し
た
り
す
る
よ
う
な
、
革
新
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
よ
っ
て
、
革
新
的
解
釈
は
存
在
し
え
な
い
の
で

あ
る）
₇₇
（

。
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革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問
を
解
く
⑴―

―

不
可
避
性
を
通
し
て
の
議
論

　

以
上
で
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問
を
確
認
し
た
。
以
下
で
は
、
ラ
ズ
が
、
そ
れ
ら
の
二
つ
の
難
問
を
い
か
に
し
て
解
決
し
、

革
新
的
解
釈
が
存
在
す
る
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
ラ
ズ
は
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
議
論
を
提
示
し
て
い
る
。
第
一
は
、
相
対
的
不

可
避
性
を
通
し
て
の
議
論
（the argum

ent from
 relative inevitability

）
で
あ
る―

―

第
二
の
議
論
は
、
次
節
（
本
稿
第
三
章
の
６
）

で
検
討
す
る―

―

。
こ
の
第
一
の
議
論
は
、
革
新
的
解
釈
が
避
け
ら
れ
な
い
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
革
新
的
解
釈
が
存
在
す
る

可
能
性
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
な
お
、
ラ
ズ
は
、
革
新
的
解
釈
が
避
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
相
対
的

0

0

0

不
可

避
性
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る）
₇₈
（

。

　

ラ
ズ
は
、
革
新
的
解
釈
が
避
け
ら
れ
な
い
事
例
（
解
釈
対
象
の
意
味
が
完
全
に
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
事
例
）
と
し
て
、
演
劇
を
あ
げ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
役
者
が
舞
台
の
ど
こ
に
立
っ
た
り
、
舞
台
上
を
ど
の
よ
う
に
移
動
し
た
り
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
台
詞
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
話
し
方
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
方
や
話
し
方
は
、
演
技
の
意
味
に
変
化
を

も
た
ら
し
た
り
、
劇
中
の
登
場
人
物
の
行
為
・
動
機
・
気
持
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
。
さ
ら
に
、
登
場
人
物
の
行
為
・
動
機
・
気
持

の
意
味
は
、
演
劇
の
台
本
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ど
の
演
じ
方
で
登
場
人
物
を
演
じ
る
の
が
正
し
い
か
は
、
不
確
定
的

（indeterm
inate

）
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
演
劇
を
上
演
す
る
た
め
に
は
、
役
者
は
、
台
本
が
要
求
し
て
い
な
い
演
じ
方
で
演
じ

る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
役
者
が
、
台
本
が
要
求
し
て
い
な
い
演
じ
方
で
演
じ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
演
じ
方
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

役
者
の
演
じ
方
は
、
演
劇
（
な
い
し
演
劇
の
一
部
）
の
革
新
的
解
釈
と
な
る
の
で
あ
る）
₇₉
（

。

　

ラ
ズ
は
、
以
上
の
演
劇
の
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
対
象
が
不
確
定
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
革
新
的
解
釈
を
な
す
の
が
避
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
の
事
例
を
一
般
化
し
て
、
革
新
的
解
釈
を
な
す
の
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合

八
六
九



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

三
九
四

ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論

が
あ
る
と
い
う
、
相
対
的
不
可
避
性
の
議
論
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

６　

革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問
を
解
く
⑵―

―

社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論

　

以
上
で
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問
を
解
決
す
る
た
め
の
、
相
対
的
不
可
避
性
を
通
し
て
の
議
論
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

こ
の
議
論
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
革
新
的
解
釈
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
こ
の

議
論
は
、
二
つ
の
難
問
を
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
難
問
を
解
決
す
る
た
め
の
素
材
（m

aterial

）
を
提
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

二
つ
の
難
問
を
解
決
す
る
の
は
、
社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論
（the argum

ent from
 social dependence

）
で
あ
る）
₈₀
（

。

　

⒜　

第
一
の
難
問
の
解
決　
　

ラ
ズ
は
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
第
一
の
難
問
を
、
発
見
（discoveries

）
と
発
明
（inventions

）

を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
再
定
式
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
革
新
的
解
釈
は
、
解
釈
対
象
に
つ
い
て
の
新
し
い
理
解
の
仕
方

を
生
み
出
す
。
と
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
革
新
的
解
釈
を
、
解
釈
以
前
か
ら
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
（w

hat w
as the case all along

）
を

明
る
み
に
出
す
発
見
で
は
な
く
、
発
明
に
類
す
る
も
の
と
み
な
す
べ
き
こ
と
に
な
る）
₈₁
（

。
と
こ
ろ
が
、
解
釈
と
は
、
解
釈
対
象
の
意
味
を
説
明

す
る
営
み
で
あ
る
。
あ
る
解
釈
は
、
解
釈
対
象
の
既
存
の
意
味
（the existing m

eaning

）
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
解
釈
と

な
る
の
で
あ
る）
₈₂
（

。
す
な
わ
ち
、
あ
る
解
釈
は
、
解
釈
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
解
釈
対
象
の
特
徴
（features of interpretive object 

w
hich w

ere there all along

）
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
解
釈
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
解
釈
を
、
解
釈

以
前
か
ら
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
る
み
に
出
す
発
見
と
、
み
な
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
解
釈
が
発
見
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
革
新
的

で
は
あ
り
え
な
い
。
よ
っ
て
、
革
新
的
解
釈
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
に
な
る）
₈₃
（

。

　

以
上
が
、
ラ
ズ
に
よ
る
、
革
新
的
解
釈
を
め
ぐ
る
第
一
の
難
問
の
再
定
式
化
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ラ
ズ
が
そ
の
難
問
を
、
社
会
依
存
を

通
し
て
の
議
論
を
用
い
て
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
こ
う
。

八
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ラ
ズ
は
、
社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
解
釈
が
よ
い
解
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
く
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、
解
釈
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
解
釈
対
象
の
特
徴
だ
け
で
な
く
、
解
釈
対
象
が
存
在
し
て
い
る
文
脈
や
、

解
釈
と
関
連
す
る
一
般
的
事
実
（
人
間
の
心
理
に
か
ん
す
る
事
実
な
ど
）
も
、
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
解
釈
対
象
が
解
釈
以
前
か
ら
有

し
て
い
た
意
味
が
何
で
あ
り
、
解
釈
対
象
の
新
し
い
意
味
が
何
で
あ
る
か
は
、
意
味
を
固
定
す
る
基
準
（m

eaning-fixing norm
s

）
の
偶

然
性
や
、
解
釈
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
事
柄
（
人
間
の
心
理
な
ど
）
の
偶
然
性
に
、
左
右
（depend on

）
さ
れ
る）
₈₄
（

。

　

以
上
の
ラ
ズ
の
説
明
を
、
筆
者
な
り
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
解
釈
は
、
解
釈
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
解
釈
対
象
の
特
徴
の
み
に
よ
っ
て
、

よ
い
解
釈
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
解
釈
が
よ
い
解
釈
で
あ
る
か
に
つ
い
て
判
定
す
る
た
め
に
は
、
社
会
依
存
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄

や
偶
然
性
に
つ
い
て
も
、
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
解
釈
は
常
に
例
外
な
く

0

0

0

0

0

0

、
解
釈
以
前
か
ら
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
る

み
に
出
す
﹁
発
見
﹂
な
の
で
あ
る
と
、
考
え
る
必
要
は
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、﹁
発
明
﹂
と
し
て
の
革
新
的
解
釈
が
存
在
す
る
可
能
性
が
、

開
か
れ
る
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論
に
よ
る
と
、
解
釈
対
象
の
意
味
は
、
社
会
依
存
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
偶
然
的
で
あ
る
。
こ
の
偶
然

性
は
、
革
新
的
解
釈
が
存
す
る
余
地
を
認
め
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
余
地
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
対
象
に
つ
い

て
の
複
数
の
新
し
い
意
味
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る）
₈₅
（

。

　

な
お
、
以
上
の
説
明
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
解
釈
の
提
示
は
、
解
釈
対
象
の
潜
在
的

意
味
（potential m

eaning

）
の
発
見
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
解
釈
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
以
前
に
は
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
潜
在
的
意
味
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
解
釈
対
象
を
革
新
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
解
釈
を
な

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
対
象
の
意
味
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
革
新
的
解
釈
は
存
在
し
え
な
い
と
い
う
結

論
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）
₈₆
（

。
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ラ
ズ
は
以
上
の
よ
う
な
、革
新
的
解
釈
の
存
在
を
否
定
す
る
議
論
に
対
し
て
、解
釈
の
脆
弱
性
（fragility

）
と
可
変
性
（changeability

）

に
注
目
し
つ
つ
、
反
論
を
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
解
釈
だ
け
で
な
く
、
解
釈
を
統
制
す
る
規
範
や
考
慮
（
よ
い
解
釈

と
悪
い
解
釈
を
区
別
す
る
規
範
や
考
慮
）
も
、
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
。
さ
ら
に
、
将
来
は
開
か
れ
て
い
る
か
ら
、
確
定
（definite

）

さ
れ
た
将
来
も
存
在
し
な
い
。
と
す
る
と
、
確
定
さ
れ
た
解
釈
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る）
₈₇
（

。
こ
こ
に
お
い
て
、
革
新
的
解
釈
が
存
在
す
る

可
能
性
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ラ
ズ
は
、
社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論
に
加
え
て
、
解
釈
の
脆
弱
性
と
可
変
性
に
も
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
第
一
の
難
問
を
解
決
し
、
革
新
的
解
釈
が
存
在
す
る
可
能
性
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

⒝　

第
二
の
難
問
の
解
決　
　

次
に
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
第
二
の
難
問
に
つ
い
て
、
再
確
認
し
て
お
こ
う
。
解
釈
と
は
、
解
釈
対

象
の
説
明
で
あ
る
。
も
し
も
解
釈
が
説
明
で
あ
る
と
す
れ
ば
、解
釈
は
革
新
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、説
明
は﹁
不
活
発（inert

）﹂

だ
か
ら―

―

筆
者
な
り
に
表
現
を
補
う
な
ら
ば
、﹁
変
化
を
も
た
ら
す
力
を
有
さ
な
い
﹂
か
ら―

―

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
説
明
は
、
自
ら

が
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
解
釈
対
象
を
、
創
造
し
た
り
修
正
し
た
り
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
不
活
発
な
説
明
を
な
す
解
釈

は
、
解
釈
対
象
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
解
釈
は
、
説
明
的
で
あ
る
と
同
時
に
革
新
的
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
以
上
か
ら
、
革
新
的
解
釈
は
存
在
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る）
₈₈
（

。

　

ラ
ズ
は
、
こ
の
第
二
の
難
問
を
、
相
対
的
不
可
避
性
を
通
し
て
の
議
論
（
革
新
的
解
釈
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
議
論
）
に

よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
決
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
革
新
的
解
釈
は
、
解
釈
対
象
の
新
し
い
意
味
を
提
示
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
純
粋
に
説
明
的
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
革
新
的
解
釈
は
説
明
的
で
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

革
新
的
解
釈
は
、
自
ら
が
提
示
す
る
新
し
い
意
味
を
用
い
て
、
解
釈
対
象
に
つ
い
て
説
明
す
る
か
ら
で
あ
る）
₈₉
（

。

　

な
お
、
先
述
の
よ
う
に
、
相
対
的
不
可
避
性
を
通
し
て
の
議
論
だ
け
で
は
、
難
問
を
解
決
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
ラ
ズ
は
、

八
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社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論
を
提
唱
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ラ
ズ
に
よ
る
と
、
革
新
的
解
釈
が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
だ
け
で
あ
る
と
か
、
そ
れ
が
遺
憾
な
が
ら
必
要
と
さ
れ

る
場
合
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
革
新
的
解
釈
は
、
わ
れ
わ
れ
が
文
化
的
財
に
関
与
す
る
た
め
の
、
好
ま

し
い
特
徴
（a w

elcom
e feature

）
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
的
財
の
独
特
な
特
徴
の
一
つ
に
、
実
践
を
維
持
す
る
た
め
の
逸

脱
行
動
（deviant behaviour

）
を
、
完
全
に
否
定
的
な
も
の
と
し
て
は
捉
え
な
い
、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ

は
、
文
化
的
財
に
関
与
す
る―

―

文
化
的
財
か
ら
便
益
を
得
た
り
享
受
し
た
り
す
る―

―

た
め
に
、
文
化
的
財
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
理

解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
相
対
的
不
可
避
性
を
通
し
て
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
革
新
的
解
釈
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
存
在
す

る
。
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
場
合
に
お
け
る
、
実
践
を
維
持
す
る
た
め
の
逸
脱
行
動
は
、
す
な
わ
ち
、
解
釈
対
象
と
し
て
の
文
化
的
財
に
つ
い

て
理
解
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
革
新
的
解
釈
は
、
完
全
に
消
極
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る）
₉₀
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
特
定
の
社
会
は
、
そ
の
社
会
の
規
範
へ
の
厳
格
な
服
従
を
要
求
し
、
逸
脱
に
敵
対
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
解
釈
対
象
と
し

て
の
文
化
的
財
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
革
新
的
解
釈
を
な
す
こ
と
が
、
好
ま
し
い
場
合
も
あ
る
。
ラ
ズ
に
よ
れ
ば
、
文
化
的
財
の
こ
う
し
た

特
徴
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
以
下
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る）
₉₁
（

。
す
な
わ
ち
、
解
釈
対
象
と
し
て
の
文
化
的
財
が
、
伝
統
や
実
践
に
依

存
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
解
釈
対
象
の
規
範
（
解
釈
対
象
の
意
味
を
確
定
す
る
規
範）
₉₂
（

や
、
よ
い
解
釈
と
悪
い
解
釈
を
区
別
す
る
た

め
の
規
範）
₉₃
（

）
や
解
釈
対
象
の
意
味
が
偶
然
に
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
あ
る
い
は
、
穏
当
な
解
釈
多
元

論
や
、
特
定
の
状
況
に
お
け
る
革
新
的
解
釈
の
適
切
さ
を
、
許
容
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る）
₉₄
（

。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
相
対
的
不
可
避
性
を
通

し
て
の
議
論
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論
を
提
示
し
、
二
つ
の
難
問
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
革
新
的
解
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
、
消
極
的
な
理
由
だ
け
に
限
ら
れ
な

八
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い
。
革
新
的
解
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
文
化
的
財
に
関
与
す
る
た
め
の
、
好
ま
し
い
特
徴
だ
か
ら
な
の
で
あ
る）
₉₅
（

。

社
会
依
存
を
通
し
て
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
革
新
的
解
釈
は
常
に
、
解
釈
対
象
の
既
存
の
意
味
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
革
新
的
解
釈

は
、
解
釈
対
象
の
既
存
の
意
味
を
取
り
込
ん
だ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
既
存
の
意
味

を
無
視
（flouting
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
説
得
力
（force

）
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る）
₉₆
（

。

７　

革
新
的
な
法
解
釈
が
法
を
変
化
さ
せ
る
の
は
な
ぜ
か

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ラ
ズ
は
、
革
新
的
解
釈
に
か
ん
す
る
二
つ
の
難
問
を
解
決
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
革
新
的
解
釈
と
、
そ
れ
と

密
接
に
関
連
す
る
解
釈
多
元
論
が
存
在
す
る
可
能
性
を
、
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ラ
ズ
は
解
釈
対
象
の
具
体
例
と
し
て
、
芸
術
作
品
、
人
間
関
係
、
法
を
検
討
し
て
い
る）
₉₇
（

。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
法
解
釈
（legal 

interpretation

）―
―

ラ
ズ
は
﹁
司
法
的
解
釈
（judicial interpretation

）﹂
と
い
う
表
現
も
用
い
る―

―

は
、
芸
術
作
品
や
人
間
関
係

の
解
釈
と
は
異
な
る
意
味
で
、
多
元
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
解
釈
は
、
他
の
解
釈
対
象
の
解
釈
と
は
異
な
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
う
し
た
機
能
を
も
つ
こ
と
は
、
法
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
特
徴
で
あ
る
。
ラ
ズ
は
、
法
解
釈
の
独
自
の
機
能
に
つ
い
て

説
明
す
る
た
め
に
、
法
が
権
威
的
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
以
下
、
彼
の
議
論
を
み
て
い
こ
う
。
法
は
権
威
的
な
構
造
（a 

structure of authority

）
を
も
っ
て
お
り
、
法
が
機
能
す
る
（functioning

）
た
め
の
中
核
を
な
す
の
は
、
一
方
の
、
立
法
者
お
よ
び
そ

の
他
の
（
立
法
的
）
権
威
と
、
も
う
一
方
の
、
法
規
範
に
つ
い
て
権
威
的
解
釈
を
な
す
こ
と
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
裁
判
所
の
あ
い
だ
の
、
相

互
作
用
で
あ
る
。
司
法
的
解
釈
は
、そ
れ
が
正
し
い
も
の
（correct

）
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、訴
訟
当
事
者
を
拘
束
す
る
点
に
お
い
て
、

権
威
的
で
あ
る）
₉₈
（

。

　

司
法
的
決
定
の
こ
う
し
た
最
終
性
（finality

）
は
、
法
お
よ
び
司
法
過
程
の
不
可
欠
な
特
徴
で
あ
る
。
司
法
的
決
定
の
最
終
性
は
、
既

八
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判
事
項）
₉₉
（

（res ju
d

ica
ta

）
や
二
重
の
危
険）
１００
（

（double jeopardy

）
の
原
則
な
ど
に
よ
っ
て
、
表
明
さ
れ
て
い
る
。
司
法
的
解
釈
は
、
権
威

的
決
定
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
指
す
過
程
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
司
法
的
解
釈
の
役
割
は
、
芸
術
作
品
や
社
会
関
係
の
解
釈
の
役
割
と
は
異

な
る
。
そ
の
役
割
は
、
相
対
的
に
安
定
し
た
枠
組
の
な
か
で
多
様
性
お
よ
び
個
別
性
を
許
容
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
意
見
の
画
一
性
と
ま
で

は
い
か
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
行
動
に
お
け
る
画
一
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
所
が
自
ら
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
裁

判
所
の
決
定
は
、（
道
徳
的
に
）
正
当
化
さ
れ
て
い
る
（justified

）
と
か
正
し
い
（correct

）
と
認
め
ら
れ
る
必
要
は
な
く
、
拘
束
力
が

あ
る
（binding

）
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る）
１０１
（

。

　

な
お
、
裁
判
所
が
拘
束
力
あ
る
先
例
を
確
立
す
る
権
限
は
、
裁
判
所
が
目
の
前
の
裁
判
を
権
威
的
に
解
決
す
る
権
限
を
、
目
の
前
の
裁
判

の
訴
訟
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
下
級
審
の
訴
訟
当
事
者―

―

わ
れ
わ
れ
全
員―

―

を
も
拘
束
す
る
法
を
定
め
る
権
限
へ
と
、
拡
張

し
た
も
の
で
あ
る）
１０２
（

。

　

結
局
、
裁
判
所
が
、
革
新
的
な
司
法
的
解
釈
に
よ
っ
て
法
を
変
化
さ
せ
る
（
立
法
の
解
釈
を
通
じ
て
拘
束
力
あ
る
先
例
を
確
立
す
る
）
の

は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
活
動
の
画
一
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
目
の
前
の
訴
訟
当
事
者
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
下
級
審
の
訴
訟
当
事
者―

―

わ
れ
わ
れ
全
員―

―

を
拘
束
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
解
釈
そ
の
も
の
が
法
を
変
化
さ
せ
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
裁
判
所
が
拘
束
力
あ
る
先
例
を
確
立
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
裁
判
所
に
よ
る

司
法
的
決
定
は
、
法
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（can change
）
の
で
あ
る
。
司
法
的
決
定
は
、
革
新
的
解
釈
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ

て
い
る
場
合
に
、
法
を
変
化
さ
せ
る
（do change

）
の
で
あ
る）
１０３
（

。

８　

立
法
者
と
裁
判
所
の
あ
い
だ
の
相
互
作
用

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
法
解
釈
の
特
殊
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
一
方
の
、
立
法
者
お
よ
び
そ
の
他
の
立
法
的
権
威
と
、

八
七
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も
う
一
方
の
、
法
規
範
に
つ
い
て
権
威
的
解
釈
を
な
す
こ
と
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
裁
判
所
の
あ
い
だ
の
、
相
互
作
用
に
つ
い
て
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

さ
て
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
裁
判
所
の
法
創
造
の
権
限
（the law

-m
aking pow

er of courts

）
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
権

限
の
行
使
は
、
立
法
（legislation

）
と
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
裁
判
所
に
そ
の
よ
う
な

権
限
を
付
与
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
理
論
家
た
ち
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
、
優
れ
た
成
果
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
る）
１０４
（

。

　

ラ
ズ
自
身
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
政
府
の
諸
機
関
の
あ
い
だ
の
権
力
分
配
（the distribution of pow

er

）
と
の
関
連
で
、
以
下

の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
者
が
、
曖
昧
さ
や
不
確
定
性
を
最
小
化
す
る
よ
う
な
仕
方
で
法
を
起
草
し
た
と
し
て
も
、
法
の

解
釈
方
法
が
曖
昧
で
不
安
定
な
ら
ば
、
立
法
者
が
制
定
し
た
法
も
曖
昧
で
不
安
定
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
解
釈
方
法
の
曖
昧
さ
と

不
確
定
性
は
、
立
法
者
の
立
法
の
権
限
（legislative pow

er of the law
-m

akers

）
を
制
限
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
と

同
時
に
、
解
釈
方
法
の
曖
昧
さ
と
不
確
定
性
は
、
裁
判
所
の
権
限
（the pow

er of the courts

）―
―

な
い
し
、
法
を
権
威
的
に
解
釈
す

る
裁
判
所
以
外
の
機
関
の
権
限―

―

を
、
増
大
さ
せ
る
。
結
局
、
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
解
釈
方
法
の
選
択
は
、
政
府
の
諸
機
関
の
あ
い
だ
で

の
権
力
分
配
の
た
め
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
。
他
の
条
件
が
同
じ
な
ら
、
法
の
解
釈
方
法
が
確
定
的
で
予
見
可
能
性
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

規
準
（the standard

）
を
定
め
る
者
の
権
力
は
よ
り
大
き
く
な
り
、
規
準
を
権
威
的
に
解
釈
す
る
者
の
権
力
は
小
さ
く
な
る
。
結
局
、
政

府
の
異
な
る
諸
機
関
へ
の
権
力
の
分
配
は
、
道
徳
的
・
政
治
的
な
帰
結
を
大
き
く
左
右
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
該
の
国
家
の
国
制

（the constitution

）
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
釈
方
法
の
選
択
は
、
各
国
の
国
制
の
一
部
を
な
す
の
で
あ
る）
１０５
（

。

　

さ
て
、
ラ
ズ
の
弟
子
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
イ
・
マ
ー
モ
ー
（A

ndrei M
arm

or
）
は
、
ア
イ
ザ
ィ
ア
・
バ
ー
リ
ン
（Isaiah B

erlin

）
の
価

値
多
元
論
や
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
（John R

aw
ls

）
の
﹁
穏
当
な
多
元
性
の
事
実
﹂
と
い
う
認
識
を
援
用
し
な
が
ら
、
立
法
に
は
整
合
性

八
七
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（coherence

）
は
な
い
と
主
張
す
る）
１０６
（

。
マ
ー
モ
ー
は
さ
ら
に
、
以
上
の
認
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、
多
元
的
な
諸
価
値
の
あ
い
だ
の
妥
協
を

目
指
す
議
会
と
、
制
定
法
を
解
釈
す
る
裁
判
所
の
あ
い
だ
に
は
、﹁
戦
略
的
形
態
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（a strategic form

 of 

com
m

unication

）﹂
が
存
す
る
と
説
明
し
て
い
る）
１０７
（

。
彼
は
さ
ら
に
、
立
憲
主
義
の
正
統
性
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
も
、
立
法
府
と
司
法
府

が
相
互
調
整
す
る
よ
う
な
立
憲
主
義
の
改
革
案
を
提
示
し
て
い
る）
１０８
（

。

　

な
お
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
（Jerem

y W
aldron

）
は
、
法
哲
学
者
た
ち
の
多
く
が
司
法
的
裁
定
に
主
た
る
関
心
を
向
け
て

き
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
立
法
の
尊
厳
（dignity of legislation

）
を
回
復
す
る
た
め
の
議
論
を
行
っ
て
い
る）
１０９
（

。
あ
る
い
は
、
既
存
の
﹁
法

理
学
（jurisprudence

）﹂―
―

こ
の
言
葉
は
多
義
的
だ
が
、
本
稿
で
は
﹁
法
哲
学
（philosophy of law

; legal philosophy

）﹂
と
同
義

で
理
解
し
て
お
く）
１１０
（

―
―

の
方
法
を
踏
ま
え
て
、﹁
立
法
理
学
（legisprudence

）﹂
の
確
立
が
目
指
さ
れ
て
い
る）
１１１
（

こ
と
も
、
こ
こ
で
確
認
し

て
お
こ
う
。

９　

解
釈
と
は
何
か
、
な
ぜ
解
釈
す
る
の
か
、
い
か
に
し
て
解
釈
す
る
の
か

　

ラ
ズ
は
、
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、﹁
解
釈
と
は
何
か
﹂、﹁
な
ぜ
解
釈
す
る
の
か
﹂、
お
よ
び
﹁
い
か
に
し
て
解
釈
す
る
の
か
﹂

と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
も
、
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
す
る
ラ
ズ
の
解
答
を
、
こ
こ
で
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
﹁
解
釈
と
は
何
か
﹂。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
解
釈
と
は
、
解
釈
対
象
の
意
味
を
説
明
な
い
し
表
示
す
る
営
み
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
い
う
解
釈

対
象
と
は
、
意
味
を
有
す
る
何
か
の
こ
と
で
あ
る）
１１２
（

。
な
お
、
解
釈
対
象
の
具
体
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
歴
史
上
の
出
来
事
、
芸
術
作
品
、

宗
教
的
な
儀
式
や
文
書
、
人
間
関
係
、
法
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る）
１１３
（

。
ラ
ズ
は
、
解
釈
対
象
を
、
彼
独
自
の
﹁
文
化
的
財
﹂
と
い
う
概
念
で
説
明

し
て
い
る
。
文
化
的
財
と
は
、
そ
の
意
味
が
文
化
的
実
践
に
依
存
す
る
事
物
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
文
化
的
財
か
ら
便
益
を
得
る

た
め
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る）
１１４
（

。
文
化
的
財
は
社
会
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
、
変
化
す
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
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文
化
的
財
に
つ
い
て
の
革
新
的
解
釈
が
必
要
と
な
る
。

　
﹁
な
ぜ
解
釈
す
る
の
か
﹂）
１１５
（

。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
解
釈
対
象
（
芸
術
作
品
、
人
間
関
係
、
法
な
ど
）
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。

ラ
ズ
に
よ
る
と
、
法
解
釈―

―

先
述
の
よ
う
に
、
ラ
ズ
は
﹁
司
法
的
解
釈
﹂
と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
る―

―

は
、
権
威
的
決
定
に
到
達

す
る
こ
と
を
目
指
す
過
程
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
司
法
的
解
釈
の
役
割
は
、
芸
術
作
品
や
社
会
関
係
の
解
釈
の
役
割
と
は
異
な
る
。
そ
の
役

割
は
、
相
対
的
に
安
定
し
た
枠
組
の
な
か
で
多
様
性
お
よ
び
個
別
性
を
許
容
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
意
見
の
画
一
性
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま

で
も
、
少
な
く
と
も
活
動
の
画
一
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
所
が
自
ら
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
裁
判
所
の
決
定
は
、（
道

徳
的
に
）
正
当
化
さ
れ
て
い
る
（justified

）
と
か
正
し
い
（correct

）
と
認
め
ら
れ
る
必
要
は
な
く
、
拘
束
力
が
あ
る
（binding

）
と

認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る）
１１６
（

。
さ
ら
に
、
拘
束
力
あ
る
先
例
を
確
立
す
る
裁
判
所
の
権
限
が
、
革
新
的
解
釈
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
司
法
的
決
定
は
、
法
を
ま
さ
に
変
化
さ
せ
る
の
で
あ
る）
１１７
（

。
結
局
、﹁
な
ぜ
解
釈
す
る
の
か
﹂
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
法

解
釈
の
場
合
は
、
意
見
の
画
一
性
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
活
動
の
画
一
性
を
確
保
す
る
た
め
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

　
﹁
い
か
に
し
て
解
釈
す
る
の
か
﹂。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、
彼
は
こ
の
問
い
に
は
答
え
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
問
い
に
か
ん
す
る
最
も
重
要

な
こ
と
は
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
、
伝
統
に
慣
れ
親
し
ん
だ
り
伝
統
的
な
様
式
を
放
棄
し
た
り
す
る
こ
と―

―

伝
統
が

許
容
す
る
範
囲
で
自
由
に
革
新
す
る
こ
と―

―

を
通
じ
て
、
あ
る
領
域
や
伝
統
の
な
か
で
﹁
い
か
に
し
て
解
釈
す
る
の
か
﹂
を
、
学
ぶ
の

で
あ
る
。
結
局
、
解
釈
に
は
、
便
利
で
普
遍
的
な
秘
訣
（recipes
）
は
存
在
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
解
釈
に
か
ん
す
る
理
論
的
考
察
は
、

役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
（
そ
う
し
た
考
察
は
、
解
釈
の
性
質
や
解
釈
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
理
解
す
る
の
を
助
け
て
く
れ
る
だ
ろ

う
）。
し
か
し
な
が
ら
、
理
論
的
考
察
は
、
正
し
い
（correct

）
解
釈
の
方
策
は
教
え
て
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
例
え
ば
法
に
お
い

て
は
、
特
有
の
解
釈
の
ル
ー
ル
（interpretive rules

）
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
、
網
羅
的
な
指
針

八
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（exhaustive guides

）
で
は
な
く
、
変
化
し
や
す
い
局
所
的
ル
ー
ル
（local rules

）
に
す
ぎ
な
い
。
ラ
ズ
に
よ
る
と
、﹁
い
か
に
し
て
解

釈
す
る
の
か
﹂
に
つ
い
て
の
唯
一
の
真
な
る
一
般
的
指
針
は
、﹁
な
ぜ
解
釈
す
る
の
か
﹂
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る）
１１８
（

。

お

わ

り

に

　

本
稿
の
主
題
は
、
司
法
的
裁
量
を
め
ぐ
る
論
争
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
、
本
稿
の
概
要
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
第
一
章
で
は
、
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
の
概
要
を
確
認
し
た
。
第
二
章
で
は
、
Ｒ
・
ド
ゥ
オ

ー
キ
ン
に
よ
る
司
法
的
裁
量
論
批
判
と
、
彼
の
解
釈
理
論
に
基
づ
く
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
﹂
と
い
う
法
理
論
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
第
三

章
で
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
解
釈
理
論
と
対
照
的
な
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

以
下
で
は
、
第
一
に
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
が
、
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
を
補
強
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
筆
者
の
理

解
を
提
示
し
た
い
。
第
二
に
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
が
、
現
代
日
本
の
法
状
況
を
理
解
す
る
上
で
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
検
討

を
行
っ
て
お
き
た
い
。

　

ラ
ズ
は
、
ハ
ー
ト
の
法
実
証
主
義
の
理
論
を
受
け
継
ぐ
人
物
で
あ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
司
法
的
裁
量
に
否
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

ラ
ズ
は
、
裁
判
所
に
よ
る
司
法
的
裁
量
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ラ
ズ
は
、
裁
判
所
が
法
的
ル
ー
ル
を
修
正
す
る
裁
量
を
有
す
る
場
合）
１１９
（

や
、

裁
判
所
が
立
法
者
の
意
図
に
反
し
て
法
を
解
釈
す
る
場
合）
１２０
（

が
あ
る
と
、
主
張
し
て
い
る
。
筆
者
の
理
解
で
は
、
ラ
ズ
は
、
以
上
の
司
法
的
裁

量
論
お
よ
び
解
釈
理
論
を
補
強
す
る
た
め
に
、
彼
独
自
の
解
釈
多
元
論
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ラ
ズ
は
、
解
釈
多

元
論
を
法
解
釈
の
分
野
に
応
用
し
、
革
新
的
な
司
法
的
解
釈
が
法
を
変
化
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
と
、
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る）
１２１
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
の
概
要
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
解
釈
多
元
論
に
よ
る
と
、
あ
る
解
釈
対
象
に
は
、
そ
の

八
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既
存
の
意
味
を
説
明
す
る
解
釈
だ
け
で
な
く
、
そ
の
新
し
い
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
革
新
的
解
釈
が―

―

し
か
も
、
両
立
不
可
能

な
複
数
の
革
新
的
解
釈
が―

―

存
在
す
る）
１２２
（

。
革
新
的
解
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る

と
い
う
、
消
極
的
な
理
由
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
革
新
的
解
釈
を
な
す
こ
と
に
は
、
積
極
的
な
理
由
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の

積
極
的
理
由
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
、
ラ
ズ
が
解
釈
対
象
を
文
化
的
財
と
し
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
、
再
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

ラ
ズ
に
よ
る
と
、
文
化
的
財
と
は
、
そ
の
意
味
が
文
化
的
実
践
に
依
存
す
る
事
物
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
的
財
の
第
一
の
特
徴
は
、
そ
れ

か
ら
便
益
を
得
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
優
れ
た
演
劇
を
評
価
し
た
り
楽
し
ん

だ
り
す
る
た
め
に
は
、
演
劇
と
は
何
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
友
人
を
得
る
た
め
に
は
、
友
情
と
は
何
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、
当
該
の
文
化
的
財
が
何
で
あ
れ
、
そ
れ
に
関
与
し
た
り
、
そ
れ
に
適
し
た
態
度
や
期
待
を
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
適
し
た
様
式
で
行
為
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
財
か
ら
便
益
を
得
る
の
で
あ
る）
１２３
（

。

　

結
局
、
革
新
的
解
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
、
消
極
的
な
理
由
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
。
革
新

的
解
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
文
化
的
財
に
関
与
す
る
た
め
の
、
好
ま
し
い
特
徴
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文

化
的
財
の
独
特
な
特
徴
の
一
つ
に
、
実
践
を
維
持
す
る
た
め
の
逸
脱
行
動
を
、
完
全
に
否
定
的
な
も
の
と
し
て
は
捉
え
な
い
、
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
文
化
的
財
に
関
与
す
る―

―
文
化
的
財
か
ら
便
益
を
得
た
り
享
受
し
た
り
す
る―

―

た
め
に
、
文
化
的
財
に
つ

い
て
あ
る
程
度
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
１２４
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
解
釈
対
象
の
意
味
が
完
全
に
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
革
新

的
解
釈
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
存
在
す
る）
１２５
（

。
そ
う
し
た
場
合
に
お
け
る
、
実
践
を
維
持
す
る
た
め
の
逸
脱
行
動
は
、
す
な
わ
ち
、
解
釈
対

象
と
し
て
の
文
化
的
財
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
革
新
的
解
釈
は
、
完
全
に
消
極
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る）
１２６
（

。
ラ

ズ
に
よ
る
と
、
革
新
的
解
釈
は
常
に
、
解
釈
対
象
の
既
存
の
意
味
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
革
新
的
解
釈
は
、
解
釈
対
象
の
既
存
の

意
味
を
取
り
込
ん
だ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
既
存
の
意
味
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ

八
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て
、
自
ら
の
説
得
力
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る）
１２７
（

。

　

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
に
よ
れ
ば
、
革
新
的
解
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

と
い
う
、
消
極
的
な
理
由
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
。
革
新
的
解
釈
が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
文
化
的
財
に
関
与
す
る
た
め

の
、
好
ま
し
い
特
徴
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　

筆
者
の
理
解
で
は
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
は
、
法
解
釈
の
場
合
も
同
じ
こ
と
を
主
張
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
的
裁
量

―
―

ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
お
け
る
裁
判
官
に
よ
る
革
新
的
な
法
解
釈―

―

が
な
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と

い
う
、
消
極
的
理
由
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
。
司
法
的
裁
量
が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
法
と
い
う
文
化
的
財
に
関
与
す
る
た

め
の
、
好
ま
し
い
特
徴
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
、
と
。
以
下
、
筆
者
の
理
解
を
敷
衍
し
て
お
こ
う
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
法
（
文
化
的
財
と
し
て
の
法
）
に
関
与
す
る―

―

法
か
ら
便
益
を
得
た
り
享
受
し
た
り
す
る―

―

た
め
に
、
法
に
つ
い

て
あ
る
程
度
の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
の
意
味
が
完
全
に
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
革
新
的
な
法
解

釈
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
お
け
る
、
法
実
践
を
維
持
す
る
た
め
の
逸
脱
行
動
は
、
す
な
わ
ち
、
法
に
つ
い

て
理
解
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
革
新
的
な
法
解
釈
は
、
完
全
に
消
極
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
お
、
革
新
的
な
法
解
釈
は
常
に
、
法

の
既
存
の
意
味
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
革
新
的
な
法
解
釈
は
、
法
の
既
存
の
意
味
を
取
り
込
ん
だ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
り
す

る
。
あ
る
い
は
、
革
新
的
な
法
解
釈
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
法
の
既
存
の
意
味
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
説
得
力
を
獲
得
す

る
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
が
、
現
代
日
本
の
法
状
況
を
理
解
す
る
上
で
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

な
お
、
以
下
で
は
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
を
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
﹂
理
論
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
議
論
を
進
め
た
い
。

　

現
代
の
日
本
で
は
、
司
法
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る）
１２８
（

。
改
革
の
内
容
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
一
つ
に
は
、
法
科
大
学

八
八
一
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元
論

院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
の
創
設
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
法
の
な
か
で
生
き
、
法
に
よ
っ
て
生
活

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
法
の
帝
国
の
臣
民
で
あ
り）
１２９
（

、
裁
判
所
は
法
の
帝
国
の
首
都
で
あ
り
、
裁
判
官
は
そ
の
王
侯
な
の
で
あ

る
）
１３０
（

。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
、
裁
判
官
を
中
心
に
据
え
た
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
﹂
と
い
う
法
理
論
は
、
法
科
大
学
院
の
学
生
た
ち
、
す
な
わ
ち

裁
判
官
や
弁
護
士
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
た
い
へ
ん
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
る）
１３１
（

。

　

た
だ
し
、
法
科
大
学
院
の
﹁
法
哲
学
﹂
な
い
し
﹁
法
理
学
﹂
）
１３２
（

の
講
義
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
の
コ
ミ
ッ
ト
し
た
内
的
視
点
か
ら
な
さ
れ
る

法
理
論
だ
け
で
な
く
、
外
的
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
法
理
論
に
つ
い
て
も
、
講
義
す
る
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る）
１３３
（

。
実
際
、
法
科
大
学
院

で
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
ト
の
分
析
的
法
実
証
主
義
や
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
な
ど
、
多
様
な
内
容
が
扱
わ
れ
て

い
る）
１３４
（

。
あ
る
い
は
、﹁
法
社
会
学
﹂﹁
法
制
史
﹂﹁
比
較
法
﹂﹁
外
国
法
﹂
な
ど
の
講
義
も
置
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
法
学
部
か
ら
は
、
法
科
大
学
院
に
進
学
す
る
者
も
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
道
に
進
む
者
も
多
い
。
一
般
企
業
や
公
務
員
、
あ
る
い

は
隣
接
法
律
職
（
例
え
ば
司
法
書
士
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
日
本
の
多
く
の
法
学
部
で
、
法
律
学
だ
け
で
な
く
、
政
治
学
も
教
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
、
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
法
科
大
学
院
の
他
に
、
法
学
研
究
科
や
公
共
政
策
大
学
院

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
裁
判
制
度
だ
け
で
な
く
、
立
法
や
行
政
に
か
ん
す
る
研
究
・
教
育
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
ラ
ズ
は
解
釈
多
元
論
を
提
示
す
る
際
に
、
法
の
中
心
的
機
能
は
立
法
者
と
裁
判
所
の
あ
い
だ
の
相
互
作
用
で
あ
る
、
と
い
う
主
張

も
行
っ
て
い
る）
１３５
（

。
あ
る
い
は
マ
ー
モ
ー
は
、
バ
ー
リ
ン
の
価
値
多
元
論
や
ロ
ー
ル
ズ
の
﹁
穏
当
な
多
元
性
の
事
実
﹂
と
い
う
認
識
を
踏
ま
え

つ
つ）
１３６
（

、
多
元
的
な
諸
価
値
の
あ
い
だ
の
妥
協
を
目
指
す
議
会
と
、
制
定
法
を
解
釈
す
る
裁
判
所
の
あ
い
だ
に
は
、﹁
戦
略
的
形
態
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂
が
存
す
る
と
説
明
し
て
い
る）
１３７
（

。
こ
う
し
た
ラ
ズ
や
マ
ー
モ
ー
の
議
論
は
、
立
法
と
司
法
の
関
係
を
把
握
す
る
視
座
を
提
供

し
て
い
る
。
結
局
、﹁
立
法
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
や
﹁
衆
参
ね
じ
れ
現
象
﹂
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の
視
座
が
求
め

ら
れ
る
現
代
日
本
の
法
状
況）
１３８
（

か
ら
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
裁
判
官
を
中
心
に
据
え
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
と
、
議
会
と
裁
判
所
の
相

八
八
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四
〇
七

互
作
用
に
注
目
し
た
上
で
提
示
さ
れ
る
ラ
ズ
や
マ
ー
モ
ー
の
解
釈
理
論
の
両
者
か
ら
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
は
、
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
を
補
強
す
る
た
め
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
ド
ゥ
オ
ー
キ

ン
の
司
法
的
裁
定
論
と
は
対
照
的
な
内
容
を
も
つ
。
よ
っ
て
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
の
詳
細
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
英
米
に

お
け
る
司
法
的
裁
定
に
か
ん
す
る
議
論
状
況
を
把
握
す
る
上
で
、
少
な
く
な
い
意
義
を
有
す
る
。
あ
る
い
は
、
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論
は
、
現

代
日
本
の
法
状
況
を
理
解
す
る
上
で
も
、
示
唆
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ラ
ズ
の
解
釈
理
論
に
か
ん
す
る
検

討
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, T
h

e C
on

cep
t of L

a
w

, second edition （O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 1994

）, pp. 123-136. 

矢
崎
光
圀
監
訳
﹃
法
の
概
念
﹄（
み
す
ず

書
房
、
一
九
七
六
年
）
一
三
三

－

一
四
八
頁
。
な
お
、
こ
の
邦
訳
は
、
原
書
初
版
を
底
本
と
し
て
い
る
た
め
、
原
書
第
二
版
に
所
収
さ
れ
た
﹁
補
遺
（P

ostscript

）﹂
の
訳
文

を
含
ん
で
い
な
い
。﹁
補
遺
﹂
の
原
文
お
よ
び
邦
訳
に
つ
い
て
は
、cf. H

. L
. A

. H
art, ‘P

ostscript’, edited by P
enelope A

. B
ulloch and Joseph R

az, in H
. L

. A
. 

H
art, T

h
e C

on
cep

t of L
a

w
, second edition. 

布
川
玲
子
・
高
橋
秀
治
訳
﹁﹃
法
の
概
念
﹄
第
二
版
追
記　

上
﹂﹃
み
す
ず
﹄
四
三
八
号
（
一
九
九
七
年
）、高
橋
秀
治
訳
﹁﹃
法

の
概
念
﹄
第
二
版
追
記　

下
﹂﹃
み
す
ず
﹄
四
三
九
号
（
一
九
九
七
年
）。
以
下
で
﹁
補
遺
﹂
の
邦
訳
を
参
照
す
る
際
に
は
、﹁
邦
訳
（
上
）﹂
な
い
し
﹁
邦
訳
（
下
）﹂
と
い
う

表
記
を
用
い
る
。
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
に
つ
い
て
は
、
深
田
三
徳
﹃
現
代
法
理
論
論
争―

―

Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
対
法
実
証
主
義
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

二
二
、
二
〇
〇
頁
、
深
田
三
徳
﹁
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
﹂
深
田
三
徳
・
濱
真
一
郎
編
著
﹃
よ
く
わ
か
る
法
哲
学
・
法
思
想
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

〇
七
年
）
一
四
〇

－
一
四
一
頁
、
中
山
竜
一
﹃
二
十
世
紀
の
法
思
想
﹄（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
八

－

五
二
頁
な
ど
を
参
照
。

（
2
）　C

f. R
onald D

w
rokin, ‘C

an R
ights be C

ontroversial?’ in R
onald D

w
orkin, Ta

kin
g R

igh
ts S

eriou
sly （C

am
bridge, M

ass.: H
arvard U

niversity P
ress, 

1977

）, p. 279. 

小
林
公
訳
﹁
権
利
に
は
異
論
の
余
地
が
あ
り
う
る
か
﹂、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン
著
、
小
林
公
訳
﹃
権
利
論
Ⅱ
﹄（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
一
年
）
七
五
頁
。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
さ
ら
に
、
以
下
の
論
文
で
、
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
は
正
解
が
な
い
と
い
う
テ
ー
ゼ―

―

正
解
な
し
テ
ー
ゼ
（the no-right-answ

er thesis

）―
―

を
支
え

る
複
数
の
議
論
に
、
批
判
を
加
え
て
い
る
。C

f. R
onald D

w
orkin, ‘Is T

here R
eally N

o R
ight A

nsw
er in H

ard C
ases?’ in R

onald D
w

orkin, A
 M

a
tter of 

P
rin

cip
le （C

am
bridge, M

ass.: H
arvard U

niversity P
ress, 1986

）. 

森
村
進
・
鳥
澤
円
訳
﹁
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
は
本
当
に
正
し
い
答
え
が
な
い
の
か
？
﹂、
ロ
ナ
ル
ド
・

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
著
、
森
村
進
・
鳥
澤
円
訳
﹃
原
理
の
問
題
﹄（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
量
論
批
判
に
つ
い
て
は
、
田
中
成
明
﹁
判
決
の
正
当

八
八
三
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化
に
お
け
る
裁
量
と
法
的
規
準―

―

Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
の
法
理
論
に
対
す
る
批
判
を
手
が
か
り
に
﹂
法
学
論
叢
九
六
巻
四
・
五
・
六
号
（
一
九
七
五
年
）、
深
田
三
徳
﹃
法

実
証
主
義
論
争―

―

司
法
的
裁
量
論
批
判
﹄（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
三
年
）
第
四
章
、
深
田
三
徳
・
前
掲
注
（
１
）﹃
現
代
法
理
論
論
争
﹄
二
五
、
九
八

－

九
九
頁
、
井
上
達

夫
﹃
法
と
い
う
企
て
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
第
四
章
、
亀
本
洋
﹁
司
法
裁
量
を
め
ぐ
る
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
Ｎ
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
論
争
に
つ
い
て
﹂
亀

本
洋
﹃
法
的
思
考
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
一
八
二

－

一
九
七
頁
、
中
山
竜
一
・
前
掲
注
（
１
）﹃
二
十
世
紀
の
法
思
想
﹄
第
三
章
な
ど
を
参
照
。

（
3
）　C

f. R
onald D

w
orkin, L

a
w

’s E
m

p
ire （C

am
bridge, M

ass.: H
arvard U

niversity P
ress, 1986

）. 

小
林
公
訳
﹃
法
の
帝
国
﹄（
未
來
社
、
一
九
九
五
年
）。
ド
ゥ
オ
ー

キ
ン
の
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
﹂
に
つ
い
て
は
、
深
田
三
徳
・
前
掲
注
（
１
）﹃
現
代
法
理
論
論
争
﹄
一
一
六

－

一
二
三
頁
、
中
山
竜
一
・
前
掲
注
（
１
）﹃
二
十
世
紀
の
法
思
想
﹄

第
三
章
、植
木
一
幹
﹁
Ｒ
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
﹃
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
法
﹄
の
理
論
に
関
す
る
一
考
察―

―

Ｊ
・
ハ
ー
バ
マ
ス
に
よ
る
批
判
を
手
が
か
り
に
（
一
）（
二
）﹂

法
学
論
叢
一
三
五
巻
四
号
（
一
九
九
四
年
）、
一
三
六
巻
三
号
（
一
九
九
四
年
）、
宇
佐
美
誠
﹁
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
哲
学
と
政
治
哲
学
﹂
宇
佐
美
誠
・
濱
真
一
郎
編
著
﹃
ド
ゥ

オ
ー
キ
ン―

―

法
哲
学
と
政
治
哲
学
﹄（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
八

－

一
三
頁
な
ど
を
参
照
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
解
釈
理
論
に
つ
い
て
は
、cf. A

rthur R
ipstein, 

‘Introduction: A
nti-A

rchim
edeanism

’, in A
rthur R

ipstein （ed.

）, R
ola

n
d

 D
w

orkin
 （N

ew
 York: C

am
bridge U

niversity P
ress, 2007

）, pp. 10-17. 

邦
語
文

献
と
し
て
、長
谷
川
晃
﹃
解
釈
と
法
思
考―

―
リ
ー
ガ
ル
・
マ
イ
ン
ド
の
哲
学
の
た
め
に
﹄（
日
本
評
論
社
、一
九
九
六
年
）
第
四
章
、平
野
仁
彦
﹁
法
の
解
釈
と
整
合
性―

―

Ｒ
・

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
解
釈
理
論
に
即
し
て
﹂
山
下
正
男
編
﹃
法
的
思
考
の
研
究
﹄（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
）、
大
屋
雄
裕
﹃
法
解
釈
の
言
語
哲
学―

―
―

ク
リ
プ
キ
か
ら
根
元
的
規
約
主
義
へ
﹄（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
四
四
頁
以
降
な
ど
を
参
照
。

（
4
）　C

f. Josep
h

 R
az, ‘O

n
 th

e A
u

ton
om

y of L
egal R

eason
in

g’, in
 Josep

h
 R

az, E
th

ics in
 th

e P
u

blic D
om

a
in

: E
ssa

y
s in

 th
e M

ora
lity

 of L
a

w
 a

n
d

 

P
olitics, revised edition （O

xford: C
larendon P

ress, 1995
）, p. 335. 

石
井
幸
三
訳
﹁
法
的
推
論
の
自
律
性
に
つ
い
て
﹂、
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
著
、
深
田
三
徳
編
訳
﹃
権

威
と
し
て
の
法―

―

法
理
学
論
集
﹄（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
）
二
五
一
頁
。
ラ
ズ
の
司
法
的
裁
量
論
に
つ
い
て
は
、
深
田
三
徳
﹁
Ｊ
・
ラ
ズ
の
法
理
学
に
つ
い
て
﹂、
ジ
ョ

セ
フ
・
ラ
ズ
著
、
深
田
三
徳
編
訳
・
前
掲
﹃
権
威
と
し
て
の
法
﹄
一
二
、
二
〇
、
二
五
頁
を
参
照
。

（
5
）　C

f. Joseph R
az, ‘Interpretation: P

luralism
 and Innovation’, in Joseph R

az, B
etw

een
 A

u
th

ority a
n

d
 In

terp
reta

tion
: O

n
 th

e T
h

eory of L
a

w
 a

n
d

 

P
ra

ctica
l R

ea
son

 （O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 2009

）, pp. 301-304. 
ラ
ズ
が
こ
の
論
文
で
提
示
し
た
解
釈
多
元
論
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
第
三
章
で
検
討
を

加
え
る
。
な
お
、
こ
の
論
文
の
概
要
を
、
名
古
屋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
テ
ク
ス
ト
付
置
の
解
釈
学
的
研
究
と
教
育
﹂
第
一
三
回
国
際
研
究
集
会
﹁
哲
学
的

解
釈
学
か
ら
テ
ク
ス
ト
解
釈
学
へ
﹂（
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
一
日
）
に
て
、
報
告
す
る
機
会
を
得
た
。

（
6
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, T
h

e C
on

cep
t of L

a
w

, second edition, su
p

ra
 note 1, C

h. 2. 

邦
訳
、
第
二
章
。

（
7
）　C

f. ibid., p. 81. 

邦
訳
、
九
〇
頁
。

八
八
四



（　
　
　

）

ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
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解
釈
多
元
論

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

四
〇
九

（
8
）　

変
更
の
ル
ー
ル
は
、
社
会
的
変
化
に
応
じ
て
、
従
来
の
ル
ー
ル
を
改
廃
し
た
り
新
し
い
ル
ー
ル
を
創
造
し
た
り
す
る
権
能
を
誰
か
に
付
与
し
、
そ
の
手
続
を
定
め
る
ル
ー
ル

で
あ
る
。
裁
定
の
ル
ー
ル
は
、
ル
ー
ル
違
反
の
有
無
や
ル
ー
ル
の
解
釈
を
め
ぐ
る
争
い
を
解
決
す
る
権
能
を
誰
か
に
付
与
し
、
そ
の
手
続
を
定
め
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。
承
認
の

ル
ー
ル
は
、
そ
の
国
な
い
し
社
会
に
お
い
て
遵
守
さ
れ
る
べ
き
ル
ー
ル
、
し
か
も
妥
当
な
ル
ー
ル
が
何
で
あ
る
か
を
定
め
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。C

f. ibid., pp. 91-97. 

邦
訳
、

一
〇
〇

－

一
〇
七
頁
。

（
9
）　C

f. ibid., p. 94. 

邦
訳
、
一
〇
三
頁
。

（
10
）　C

f. ibid.,p. 110. 

邦
訳
、
一
二
〇
頁
。

（
11
）　C

f. ibid., pp. 105-107. 

邦
訳
、
一
一
五

－

一
一
七
頁
。

（
12
）　C

f. ibid., p. 94. 

邦
訳
、
一
〇
三
頁
。

（
13
）　C

f. ibid., p. 98. 

邦
訳
、
一
〇
七
頁
。

（
14
）　

本
文
の
以
下
の
箇
所
で
、
ハ
ー
ト
の
司
法
的
裁
量
論
に
つ
い
て
執
筆
す
る
際
に
、
下
記
の
文
献
を
参
照
し
た
。C

f. B
rian B

ix, Ju
risp

ru
d

en
ce: T

h
eory a

n
d

 

C
on

tex
t, sixth edition （L

ondon: Sw
eet &

 M
axw

ell, 2012

）, pp. 45-47. 

邦
語
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
注
（
１
）
を
参
照
。

（
15
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, T
h

e C
on

cep
t of L

a
w

, second edition, su
p

ra
 note 1, p. 123. 

邦
訳
、
一
三
三
頁
。

（
16
）　C

f. ibid., p. 134 . 

邦
訳
、
一
四
六
頁
。

（
17
）　C

f. ibid., pp. 124-136, 145. 

邦
訳
、
一
三
五

－

一
四
八
、
一
五
八
頁
。

（
18
）　C

f. ibid., pp. 126, 128-129. 

邦
訳
、
一
三
七
、
一
四
〇
頁
。
こ
こ
で
は B

rian B
ix, Ju

risp
ru

d
en

ce, su
p

ra
 note 14, p. 46 

も
参
照
し
て
い
る
。

（
19
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, T
h

e C
on

cep
t of L

a
w

, second edition, su
p

ra
 note 1, p. 128. 

邦
訳
、
一
三
九

－

一
四
〇
頁
。

（
20
）　C

f. ibid., p. 134. 

邦
訳
、
一
四
六
頁
。

（
21
）　

ハ
ー
ト
に
よ
る
と
、﹁
開
か
れ
た
構
造
﹂
と
い
う
観
念
は
、
哲
学
者
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ァ
イ
ス
マ
ン
（F

riedrich W
aism

ann

）
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。C

f. 

ibid., note at p. 297. 

邦
訳
、
二
八
四

－

二
八
五
頁
の
注
。
ヴ
ァ
イ
ス
マ
ン
の
文
献
に
つ
い
て
は
、cf. F

riedrich W
aism

ann, ‘V
erifiability’, in A

ntony F
lew

 

（ed.

）, 

E
ssa

ys on
 L

ogic a
n

d
 L

a
n

u
gu

a
ge, first series （O

xford: B
asil B

lackw
ell, 1951

）. 

な
お
、
中
山
竜
一
は
﹁
開
か
れ
た
構
造
﹂
に
か
ん
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。﹁
難
事
案
（hard cases

）
は
、
Ｆ
・
ヴ
ァ
イ
ス
マ
ン
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
概
念
の
﹃
多
孔
性porosity

﹄
あ
る
い
は
﹃
開
か
れ
た
構
造
﹄
と
呼
ば
れ
る
、
言
語
の
﹃
曖

昧
な
周
縁
部
﹄
あ
る
い
は
﹃
疑
わ
し
い
反
影
﹄
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
義
的
な
意
味
が
存
在
し
な
い
﹂
の
で
あ
る
。
中
山
竜
一
﹁
法
理
論
に
お
け
る
言
語
論
的

転
回―

―

﹃
法
と
言
語
﹄
研
究
序
説
（
一
）﹂
法
学
論
叢
一
二
九
巻
五
号
（
一
九
九
一
年
）
五
七
頁
。

八
八
五
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志
社
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六
四
巻
三
号�

四
一
〇

ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論

（
22
）　H

. L
. A

. H
art, T

h
e C

on
cep

t of L
a

w
, second edition, su

p
ra

 note 1, pp. 127-128. 

邦
訳
、
一
三
九
頁
。

（
23
）　C

f. ibid., p. 134. 

邦
訳
、
一
四
六
頁
。

（
24
）　Ibid., p. 135. 

邦
訳
、
一
四
七
頁
。

（
25
）　Ibid., p. 136. 

邦
訳
、
一
四
八
頁
。

（
26
）　C

f. ibid., p. 135. 

邦
訳
、
一
四
七
頁
。

（
27
）　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
司
法
的
裁
量
論
批
判
に
か
ん
す
る
邦
語
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
注
（
２
）
を
参
照
。

（
28
）　C

f. R
onald D

w
orkin, ‘T

he M
odel of R

ules I’, in R
onald D

w
orkin, Ta

kin
g R

igh
ts S

eriou
sly, su

p
ra

 note 2, pp. 27, 28-29. 

小
林
公
訳
﹁
ル
ー
ル
の
モ
デ

ル
Ⅰ
﹂、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン
著
、
木
下
毅
・
小
林
公
・
野
坂
泰
司
訳
﹃
権
利
論
︹
増
補
版
︺﹄（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
一
、
二
三
頁
。
な
お
、
ド
ゥ
オ
ー
キ

ン
は
、
法
は
ル
ー
ル
（
準
則
）
だ
け
で
な
く
原
理
か
ら
も
な
る
と
、
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
は
、﹁
私
の
論
点
は
﹃
法
﹄
が
固
定
し
た
数
の
規
準
を
含
み
、
そ
の
あ

る
部
分
が
法
準
則
で
他
の
部
分
が
原
理
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
私
は﹃
法
﹄を
固
定
し
た
数
か
ら
な
る
一
定
の
規
準
群
と
み
な
す
見
解
に
反
対
し
た
い
﹂

と
述
べ
て
い
る
。C

f. R
onald D

w
orkin, ‘T

he M
odel of R

ules II’, in R
onald D

w
orkin, Ta

kin
g R

igh
ts S

eriou
sly, su

p
ra

 note 2, p. 76. 

小
林
公
訳
﹁
ル
ー
ル
の

モ
デ
ル
Ⅱ
﹂、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン
著
、
木
下
毅
・
小
林
公
・
野
坂
泰
司
訳
・
前
掲
﹃
権
利
論
︹
増
補
版
︺﹄
九
〇
頁
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
こ
う
し
た
主
張
に
つ
い
て
は
、

井
上
達
夫
・
前
掲
注
（
２
）﹃
法
と
い
う
企
て
﹄
一
二
二

－

一
二
三
頁
、
宇
佐
美
誠
﹁
法
を
め
ぐ
る
見
解
の
不
一
致
﹂
宇
佐
美
誠
・
濱
真
一
郎
編
著
・
前
掲
注
（
３
）﹃
ド
ゥ
オ

ー
キ
ン
﹄
一
一
〇
頁
を
参
照
。

（
29
）　C

f. R
onald D

w
rokin, ‘T

he M
odel of R

ules I’, su
p

ra
 note 28, pp. 35-38. 

邦
訳
、
三
一

－

三
六
頁
。

（
30
）　C

f. ibid., p. 40. 

邦
訳
、
三
九
頁
。

（
31
）　C

f. ibid., p. 17. 

邦
訳
、
七

－

八
頁
。

（
32
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, T
h

e C
on

cep
t of L

a
w

, second edition, su
p

ra
 note 1, pp. 88-91. 

邦
訳
、
九
八

－

一
〇
〇
頁
。

（
33
）　C

f. ibid.; H
. L

. A
. H

art, ‘P
ostscript’, su

p
ra

 note 1, p. 242. 

邦
訳
（
上
）、
六
二
頁
。

（
34
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, T
h

e C
on

cep
t of L

a
w

, second edition, su
p

ra
 note 1, pp. 94-98, 100-110. 

邦
訳
、
一
〇
三

－

一
〇
七
、
一
〇
九

－

一
二
〇
頁
。

（
35
）　C

f. ibid., pp. 94-95. 

邦
訳
、
一
〇
四

－

一
〇
五
頁
。

（
36
）　

ハ
ー
ト
は
、
自
身
の
法
理
論
に
お
け
る
主
要
な
問
い
の
一
つ
と
し
て
、﹁
諸
ル
ー
ル
が
体
系
を
形
作
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
﹂
と
い
う
問
い
を
あ
げ
て
い
る
。C

f. H
. L

. A
. 

H
art, ‘P

ostscript’, su
p

ra
 note 1, p. 240. 

邦
訳
（
上
）、
六
一
頁
。

八
八
六
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一
一

（
37
）　C

f. R
onald D

w
orkin, L

a
w

’s E
m

p
ire, su

p
ra

 note 3, C
h. 7. 

邦
訳
、
第
七
章
。

（
38
）　C

f. R
onald D

w
rokin, ‘C

an R
ights be C

ontroversial?’ su
p

ra
 note 2, p. 279. 

邦
訳
、
七
五
頁
。

（
39
）　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
は
﹃
法
服
を
着
た
正
義
﹄
と
い
う
著
書
が
あ
る
。C

f. R
onald D

w
orkin, Ju

stice in
 R

obes （C
am

bridge, M
ass. and L

ondon: H
arvard U

niversity 

P
ress, 2006

）. 

宇
佐
美
誠
訳
﹃
裁
判
の
正
義
﹄（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
40
）　

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
﹁
統
合
性
と
し
て
の
法
﹂
と
い
う
法
理
論
に
か
ん
す
る
邦
語
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
注
（
３
）
を
参
照
。

（
41
）　C

f. A
rthur R

ipstein, ‘Introduction’, su
p

ra
 note 3, pp. 8-9.

（
42
）　R

onald D
w

orkin, L
a

w
’s E

m
p

ire, su
p

ra
 note 3, p. 52. 

邦
訳
、
八
九
頁
。

（
43
）　Ibid., p. 90. 

邦
訳
、
一
五
五
頁
。

（
44
）　C

f. ibid., p. vii. 

邦
訳
、
一
頁
。

（
45
）　C

f. ibid., p. 407. 

邦
訳
、
六
二
一
頁
。

（
46
）　C

f. ibid., p. 4. 

邦
訳
、
一
九
頁
。

（
47
）　Ibid., p. vii. 

邦
訳
、
一
頁
。

（
48
）　Ibid., p. 229. 

邦
訳
、
三
五
八
頁
。

（
49
）　Ibid., pp. 238-239. 

邦
訳
、
三
七
二
頁
。

（
50
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, T
h

e C
on

cep
t of L

a
w

, second edition, su
p

ra
 note 1, pp. 123-136. 

邦
訳
、
一
三
三

－

一
四
八
頁
。

（
51
）　C

f. R
onald D

w
rokin, ‘C

an R
ights be C

ontroversial?’ su
p

ra
 note 2, p. 279. 

邦
訳
、
七
五
頁
。

（
52
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, ‘P
ostscript’, su

p
ra

 note 1. 

ハ
ー
ト
の
﹁
補
遺
﹂
は
、
彼
の
未
完
の
遺
稿
を
、
ラ
ズ
お
よ
び
ペ
ネ
ロ
ペ
・
Ａ
・
ブ
ロ
ッ
ク
（P

enelope A
. 

B
ulloch

）
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
の
﹁
補
遺
﹂
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。C

f. Jules C
olem

an 

（ed.

）, H
a

rt’s 

P
ostscrip

t: E
ssa

ys on
 th

e P
ostscrip

t to th
e C

oncept of L
aw

 （O
xford: O

xford U
niversity P

ress, 2001

）. 

ハ
ー
ト
の
﹁
補
遺
﹂
に
か
ん
す
る
邦
語
文
献
と
し
て

は
、
深
田
三
徳
・
前
掲
注
（
１
）﹃
現
代
法
理
論
論
争
﹄
一
七
八

－

一
八
二
頁
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
も
、
ハ
ー
ト
の
﹁
補
遺
﹂
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
彼

は
ハ
ー
ト
の
見
解
を
、実
践
を
そ
の
外
側
や
上
方
か
ら
見
下
ろ
し
、実
践
を
道
徳
的
に
中
立
的
な
用
語
で
記
述（describe

）す
る﹁
ア
ル
キ
メ
デ
ス
主
義（A

rchim
edeanism

）﹂

と
呼
び
、
批
判
し
て
い
る
。C

f. R
onald D

w
orkin, ‘H

art’s P
ostscript and the C

haracter of P
olitical P

hilosophy’, in R
onald D

w
orkin, Ju

stice in
 R

obes, 

su
p

ra
 note 39. 

宇
佐
美
誠
訳
﹁
ハ
ー
ト
の
補
遺
と
政
治
哲
学
の
要
点
﹂、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン
著
、
宇
佐
美
誠
訳
・
前
掲
注
（
39
）﹃
裁
判
の
正
義
﹄。
ド
ゥ
オ
ー

八
八
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キ
ン
の
、
こ
の
論
文
に
お
け
る
ハ
ー
ト
批
判
に
つ
い
て
は
、
深
田
三
徳
・
前
掲
注
（
１
）﹃
現
代
法
理
論
論
争
﹄
二
一
五
頁
の
注
（
44
）
お
よ
び
、
拙
稿
﹁
法
哲
学
・
政
治
哲

学
に
お
け
る
記
述
と
実
践
﹂
宇
佐
美
誠
・
濱
真
一
郎
編
著
・
前
掲
注
（
３
）﹃
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
﹄
三
二

－

三
五
頁
を
参
照
。

（
53
）　

本
文
の
以
下
の
箇
所
を
執
筆
す
る
際
に
、
深
田
三
徳
・
前
掲
注
（
１
）﹃
現
代
法
理
論
論
争
﹄
一
八
一
頁
、
深
田
三
徳
・
前
掲
注
（
１
）﹁
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
の
司
法
的

裁
量
論
﹂
一
四
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
54
）　C

f. H
. L

. A
. H

art, ‘P
ostscript’, su

p
ra

 note 1, pp. 306-307. 

邦
訳
（
下
）、
一
〇
四

－

一
〇
五
頁
。

（
55
）　C

f. ibid., p. 307. 
邦
訳
（
下
）、
一
〇
四

－

一
〇
五
頁
。

（
56
）　C

f. Joseph R
az, ‘O

n the A
utonom

y of L
egal R

easoning’, su
p

ra
 note 4, p. 335. 

邦
訳
、
二
五
一
頁
。

（
57
）　C

f. Joseph R
az, ‘Intention in Interpretation’, in Joseph R

az, B
etw

een
 A

u
th

ority a
n

d
 In

terp
reta

tion
, su

p
ra

 note 5, p. 288. 

ラ
ズ
の
権
威
的
意
図
テ

ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、
深
田
三
徳
・
前
掲
注
（
１
）﹃
現
代
法
理
論
論
争
﹄
二
〇
二
頁
を
参
照
し
た
。
さ
ら
に
、
丸
祐
一
﹁
権
威
と
原
意―

―

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ラ
ズ
の
解
釈
論
と
原

意
主
義
﹂
日
本
法
哲
学
会
編
﹃
宗
教
と
法―

―

聖
と
俗
の
比
較
法
文
化
（
法
哲
学
年
報
二
〇
〇
二
）﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
も
参
照
。

（
58
）　C

f. Joseph R
az, ‘Intention in Interpretation’, su

p
ra

 note 57, p. 292.

（
59
）　C

f. Joseph R
az, ‘Interpretation’, su

p
ra

 note 5, pp. 301-304.

（
60
）　C

f. ibid., p. 320.

（
61
）　C

f. ibid., p. 299.

（
62
）　C

f. ibid., pp. 300, 315-318.

（
63
）　C

f. ibid., p. 305.

（
64
）　C

f. ibid., p. 306.

（
65
）　C

f. ibid., p. 302.

（
66
）　C

f. ibid., pp. 302-303.

（
67
）　C

f. ibid., p. 302.

（
68
）　C

f. ibid., pp. 304, 321.

（
69
）　C

f. ibid., p. 303.

（
70
）　C

f. ibid., p. 301.

八
八
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三

（
71
）　C

f. ibid., p. 321.
（
72
）　C

f. ibid., p. 303.
（
73
）　

な
お
、
ラ
ズ
は
、
革
新
的
解
釈
の
﹁
難
問
﹂
と
い
う
表
現
に
加
え
て
、
革
新
的
解
釈
へ
の
﹁
反
論
（objection

（s

））﹂
と
い
う
表
現
も
用
い
て
い
る
。C

f. ibid., p. 303. 

以

下
で
は
﹁
難
問
﹂
で
統
一
す
る
。

（
74
）　C

f. ibid., p. 311. 

あ
る
い
は
、
あ
る
解
釈
が
真
（true

）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
解
釈
は
、
私
が
そ
れ
を
提
示
す
る
以
前
か
ら
真
で
あ
っ
た
（
に
違
い
な
い
）。C

f. ibid., 

p. 303. 

ラ
ズ
は
、﹁
よ
い
（good

）﹂
お
よ
び
﹁
真
で
あ
る
（true

）﹂
と
い
う
表
現
を
、
同
じ
意
味
で
用
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
75
）　C

f. ibid., pp. 303, 311.

（
76
）　C

f. ibid., p. 303.

（
77
）　

な
お
、
ラ
ズ
は
議
論
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
、
解
釈
対
象
（the object

）
と
、
解
釈
対
象
の
意
味
（its m

eaning

）
を
、
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
解
釈
は
、
解
釈
対
象

の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
説
明
を
す
る
際
に
、
対
象
を
変
化
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
革
新

的
解
釈
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
解
釈
が
影
響
を
与
え
る
の
は
、
対
象
の
意
味
な
の
で
あ
っ
て
、
対
象
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
ラ
ズ
は
こ
こ
で
、
革
新
的
解
釈
の
例
と
し
て
、

フ
ロ
イ
ト
に
よ
る
﹃
ハ
ム
レ
ッ
ト
﹄
解
釈
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
は
、﹃
ハ
ム
レ
ッ
ト
﹄
と
い
う
演
劇
（
対
象
）
に
新
し
い
光
を
当
て
た
（
対
象
の
意
味
を
変
化
さ
せ
た
）

が
、
そ
の
演
劇
を
変
化
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
結
局
、
い
か
な
る
解
釈
も
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
革
新
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
対
象
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。C

f. ibid., pp. 303-304.

（
78
）　C

f. ibid., p. 306.

（
79
）　C

f. ibid., p. 307.

（
80
）　C

f. ibid., pp. 310-311.

（
81
）　C

f. ibid., p. 311.

（
82
）　C

f. ibid., p. 321.

（
83
）　C

f. ibid., p. 311.

（
84
）　C

f. ibid.

（
85
）　C

f. ibid., pp. 311-312.

（
86
）　C

f. ibid., p. 312.

八
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（
87
）　C

f. ibid. 

ラ
ズ
は
、
確
定
さ
れ
た
解
釈
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
法
律
家
に
な
じ
み
深
い
考
え
方
と
し
て
（
そ
し
て
お
そ

ら
く
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
の
演
奏
／
上
演
（perform

ance

）
に
お
い
て
典
型
的
に
み
ら
れ
る
考
え
方
と
し
て
）、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
解
釈
対
象
の
意

味
は
完
全
に
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
不
確
定
性
（indeterm

inacy

）
は
革
新
的
解
釈―

―

解
釈
と
は
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
解
釈
対
象
の
意
味
を
再
現

（represent

）
す
る
だ
け
で
は
な
い
よ
う
な
解
釈―

―

の
採
用
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。C

f. ibid., p. 307.

（
88
）　C

f. ibid., pp. 303, 313.

（
89
）　C

f. ibid., p. 313.

（
90
）　C

f. ibid.

（
91
）　C

f. ibid.

（
92
）　C

f. ibid., p. 311.

（
93
）　C

f. ibid., p. 312.

（
94
）　C

f. ibid., p. 313.

（
95
）　C

f. ibid., pp. 310-313.

（
96
）　C

f. ibid., p. 313.

（
97
）　C

f. ibid., pp. 315-318.

（
98
）　C

f. ibid., p. 320.

（
99
）　
﹁
判
決
さ
れ
た
事
項
の
意
。
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
の
本
案
判
決
が
、
以
後
、
同
一
当
事
者
︹
⋮
⋮
︺
間
で
、
当
該
請
求
に
つ
い
て
最
終
的
な
拘
束
力
を
も
つ
こ
と
を
い
う
﹂。

田
中
英
夫
編
集
代
表
﹃
英
米
法
辞
典
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
七
二
六
頁
。

（
１００
）　
﹁
何
ぴ
と
も
同
一
の
犯
罪
に
つ
い
て
重
ね
て
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
な
い
と
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
原
則
﹂。
田
中
英
夫
編
集
代
表
・
前
掲
注
（
99
）﹃
英
米
法
辞
典
﹄
二
七

五
頁
。

（
１０１
）　C

f. Joseph R
az, ‘Interpretation’, su

p
ra

 note 5, p. 320.

（
１０２
）　C

f. ibid.

（
１０３
）　C

f. ibid.

（
１０４
）　C

f. ibid., p. 321.

八
九
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五

（
１０５
）　C

f. Joseph R
az, ‘O

n the N
ature of L

aw
’, in Joseph R

az, B
etw

een
 A

u
th

ority a
n

d
 In

terp
reta

tion
, su

p
ra

 note 5, pp. 124-125.
（
１０６
）　C

f. A
n

d
rei M

arm
or, ‘S

h
ou

ld
 W

e V
alu

e L
egislative In

tegrity?’ in
 A

n
d

rei M
arm

or, L
a

w
 in

 th
e A

ge of P
lu

ra
lism

 

（N
ew

 York: O
xford

 U
n

iversity 

P
ress, 2007

）. 

ロ
ー
ル
ズ
の
﹁
穏
当
な
多
元
性
の
事
実
﹂
に
つ
い
て
は
、cf. John R

aw
ls, P

olitica
l L

ibera
lism

, paperback edition 

（N
ew

 York: C
olum

bia 

U
niversity P

ress, 1996

）, L
ecture IV.

（
１０７
）　C

f. A
ndrei M

arm
or, P

h
ilosop

h
y of L

a
w

 （P
rinceton, N

J and O
xford: P

rinceton U
niversity P

ress, 2011

）, p. 154. 

マ
ー
モ
ー
は
さ
ら
に
、以
下
の
論
文
で
、

法
に
お
け
る
戦
略
的
発
話
（strategic speech in the law

）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。C

f. A
ndrei M

arm
or, ‘C

an the L
aw

 Im
ply M

ore T
han It Says?: O

n Som
e 

P
ragm

atic A
sp

ects of S
trategic S

p
eech

’, in
 A

n
d

rei M
arm

or an
d

 S
cott S

oam
es 

（ed
s.

）, P
h

ilosop
h

ica
l F

ou
n

d
a

tion
s of L

a
n

gu
a

ge in
 th

e L
a

w
 

（O
xford and N

ew
 York: O

xford U
niversity P

ress, 2011

）.

（
１０８
）　C

f. A
ndrei M

arm
or, ‘A

re C
onstitutions L

egitim
ate?’ in A

ndrei M
arm

or, L
a

w
 in

 th
e A

ge of P
lu

ra
lism

, su
p

ra
 note 106. 

こ
の
論
文
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
﹁
立
憲
主
義
の
正
統
性―

―
ア
ン
ド
レ
イ
・
マ
ー
モ
ー
の
議
論
を
素
材
と
し
て
﹂
富
沢
克
・
力
久
昌
幸
編
著
﹃
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
法
と
政
治―

―

世
界
・
国
家
・

地
方
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
１０９
）　C

f. Jerem
y W

aldron, T
h

e D
ign

ity of L
egisla

tion
 （C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity P
ress, 1999

）. 

長
谷
部
恭
男
・
愛
敬
浩
二
・
谷
口
功
一
訳
﹃
立
法
の

復
権―

―

議
会
主
義
の
政
治
哲
学
﹄（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
１１０
）　
﹁
法
理
学
﹂
と
﹁
法
哲
学
﹂
を
区
別
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
両
者
を
厳
密
に
区
別
す
る
必
要
は
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
を
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
し

て
捉
え
て
お
く
。﹁
法
理
学
﹂
お
よ
び
﹁
法
哲
学
﹂
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
亀
本
洋
﹃
法
哲
学
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
二

－

一
一
頁
を
参
照
。

（
１１１
）　C

f. L
uc J. W

intgens, ‘L
egisprudence as a N

ew
 T

heory of L
egislation’, in R

a
tio Ju

ris, vol. 19, no. 1 （2006

）. 

邦
語
文
献
と
し
て
、
井
上
達
夫
﹁
特
集
に
あ

た
っ
て
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
六
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
九

－

一
〇
頁
を
参
照
。
な
お
、L

egisp
ru

d
en

ce: A
 N

ew
 T

h
eoretica

l A
p

p
roa

ch
 to L

egisla
tion

 

と
い
う
国

際
学
術
誌
が
、H
art P

ublishing 

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
１１２
）　C

f. Joseph R
az, ‘Interpretation’, su

p
ra

 note 5, p. 299.

（
１１３
）　C

f. ibid., pp. 300, 315-318.

（
１１４
）　C

f. ibid., p. 305.

（
１１５
）　

こ
の
問
い
は
、
三
つ
の
解
釈
対
象
（
芸
術
作
品
、
人
間
関
係
、
法
）
ご
と
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。C

f. ibid., pp. 315-321. 

さ
ら
に
、
こ
の
問
い
は
以
下
で
詳
し
く
論
じ
ら

れ
て
い
る
。C

f. Joseph R
az, ‘W

hy Interpret?’ in Joseph R
az, B

etw
een

 A
u

th
ority a

n
d

 In
terp

reta
tion

, su
p

ra
 note 5.

八
九
一



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

四
一
六

ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
の
解
釈
多
元
論

（
１１６
）　C

f. Joseph R
az, ‘Interpretation’, su

p
ra

 note 5, p. 320.
（
１１７
）　C

f. ibid.
（
１１８
）　C

f. ibid., p. 322.

（
１１９
）　C

f. Joseph R
az, ‘O

n the A
utonom

y of L
egal R

easoning’, su
p

ra
 note 4, p. 335. 

邦
訳
、
二
五
一
頁
。

（
１２０
）　C

f. Joseph R
az, ‘Intention in Interpretation’, su

p
ra

 note 57, p. 292.

（
１２１
）　C

f. Joseph R
az, ‘Interpretation’, su

p
ra

 note 5, p. 320.

（
１２２
）　C

f. ibid., pp. 301-304.

（
１２３
）　C

f. ibid., p. 305.

（
１２４
）　C

f. ibid., p. 313.

（
１２５
）　C

f. ibid., pp. 307, 313.

（
１２６
）　C

f. ibid., p. 313.

（
１２７
）　C

f. ibid.

（
１２８
）　

司
法
制
度
改
革
の
背
景
、
展
望
お
よ
び
課
題
に
つ
い
て
は
、
田
中
成
明
﹃
転
換
期
の
日
本
法
﹄（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
二
部
お
よ
び
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
参
照
。
さ
ら
に
、

田
中
成
明
﹃
法
へ
の
視
座
転
換
を
め
ざ
し
て
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
Ⅲ
章
お
よ
び
Ⅵ
章
も
参
照
。

（
１２９
）　C

f. R
onald D

w
orkin, L

a
w

’s E
m

p
ire, su

p
ra

 note 3, p. vii. 

邦
訳
、
一
頁
。

（
１３０
）　C

f. ibid., p. 407. 

邦
訳
、
六
二
一
頁
。

（
１３１
）　

参
照
、
中
山
竜
一
﹁
コ
メ
ン
ト　

解
釈
主
義
の
困
難
を
め
ぐ
っ
て―

―
長
谷
川
・
森
村
両
論
文
に
つ
い
て
﹂
宇
佐
美
誠
・
濱
真
一
郎
編
著
・
前
掲
注
（
３
）﹃
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
﹄

二
三
六
頁
。
あ
る
い
は
田
中
成
明
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
法
理
論
に
つ
い
て
、﹁
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
に
お
け
る
裁
判
官
の
法
的
判
断
と
い
う
実
践
の
説
明
と
正
当
化
に
関
す
る

内
的
視
点
か
ら
の
理
論
と
し
て
は
、
基
本
的
に
的
確
な
も
の
と
評
価
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
田
中
は
、
そ
の
直
後
に
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。﹁
た
だ
、

法
解
釈
理
論
と
し
て
は
、司
法
的
決
定
理
論
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、裁
判
官
に
よ
る
判
決
の
正
当
化
と
い
う
裁
判
過
程
の
最
終
段
階
だ
け
に
眼
を
向
け
、し
か
も
、

裁
判
官
の
コ
ミ
ッ
ト
し
た
内
的
視
点
を
全
体
化
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
﹂
る
、と
。
田
中
成
明
﹃
現
代
法
理
学
﹄（
有
斐
閣
、二
〇
一
一
年
）
四
九
八
頁
。
同
様
の
指
摘
と
し
て
、

中
山
竜
一
・
前
掲
注
（
１
）﹃
二
十
世
紀
の
法
思
想
﹄
九
九

－

一
〇
〇
頁
、
森
村
進
﹁
法
は
解
釈
的
実
践
と
は
限
ら
な
い
﹂
宇
佐
美
誠
・
濱
真
一
郎
編
著
・
前
掲
注
（
３
）﹃
ド

ゥ
オ
ー
キ
ン
﹄
九
四

－

九
八
頁
を
参
照
。

八
九
二
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四
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四
一
七

（
１３２
）　

本
稿
の
注
（
１１０
）
で
確
認
し
た
よ
う
に
、﹁
法
理
学
﹂
と
﹁
法
哲
学
﹂
を
区
別
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
両
者
を
厳
密
に
区
別
す
る
必
要
は
な

い
た
め
、
そ
れ
ら
を
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

（
１３３
）　

田
中
成
明
に
よ
る
と
、﹁
法
律
学
は
、
法
実
務
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
つ
ね
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
内
的
視
点
を
と
る
必
要
は
な
く
、
法
実
務
へ
の
参
加
者
の
こ
の
よ
う
な
内
的

視
点
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
い
わ
ば
寄
生
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
法
実
務
の
意
味
を
認
知
的
に
解
明
す
る
と
い
う
﹃
距
離
を
お
い
た
内
的
視
点
﹄
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
﹂。

田
中
成
明
・
前
掲
注
（
１３１
）﹃
現
代
法
理
学
﹄
一
九
頁
。
田
中
は
、
以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
法
理
学
的
視
点
の
特
質
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。﹁
法
理
学
的
考

察
の
本
領
は
、
距
離
を
お
い
た
内
的
視
点
と
多
様
な
外
的
視
点
と
の
境
界
線
上
で
い
わ
ば
複
眼
的
視
座
か
ら
、
内
的
視
点
・
外
的
視
点
の
相
互
移
行
・
転
換
を
自
由
に
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
領
域
に
適
し
た
視
点
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
視
点
間
の
媒
介
役
を
果
た
し
、
法
お
よ
び
法
学
全
体
の
解
明
と
批
判
を
総
合
的
に
行
う
と
こ
ろ
に
み

ら
れ
る
﹂。
同
書
、
一
九

－

二
〇
頁
。
あ
る
い
は
小
林
公
も
、
以
下
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。﹁
法
理
論
家
は
内
的
視
点
に
立
っ
て
自
分
が
属
す
る
法
体
系
の
裁
判
官
た
ち
に
、

法
と
し
て
受
け
容
れ
る
べ
き
も
の
を
教
示
し
、
法
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
適
用
す
べ
き
か
助
言
す
る
一
方
で
、
外
的
視
点
に
立
っ
て
法
そ
れ
自
体
の
概
念
的
な
い
し
実
在
的
本

質
に
関
す
る
自
己
の
理
解
を
提
示
す
る
﹂。
小
林
公
﹃
法
哲
学
﹄（
木
鐸
社
、二
〇
〇
九
年
）
四
一
〇

－

四
一
一
頁
。
さ
ら
に
長
谷
部
恭
男
も
、以
下
の
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

﹁︹
法
律
家
︺
共
同
体
の
内
側
か
ら
の
整
合
性
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
外
部
の
基
準
に
照
ら
し
て
内
側
の
準
則
や
慣
行
の
正
当
化
を
評
価
す
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。︹
原
文
改
行
︺
そ
れ
が
意
味
を
な
さ
な
い
と
す
る
立
場
は
、
法
的
実
践
を
自
己
目
的
化
す
る
立
場
で
あ
る
。
法
学
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
意
味
を
問
題
に
す
る
こ
と

は
意
味
を
な
さ
な
い
。
ゲ
ー
ム
を
し
て
み
れ
ば
、
お
の
ず
と
分
か
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
現
在
の
法
律
学
の
あ
り
方
を
外
側
か
ら
根
底
的
に
問
い
直

す
こ
と
も
、
そ
の
変
革
を
提
唱
す
る
こ
と
も
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
法
律
家
共
同
体
内
部
の
メ
ン
バ
ー
が
、
全
く
疑
い
を
抱
く
こ
と
も
な
く
、
日
々
の
法

言
語
ゲ
ー
ム
に
従
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
法
命
題
を
基
礎
づ
け
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
（
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
が
）
社
会
全
体
の
観
点
か
ら
見
て
的
の
外
れ
た
活
動
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
﹂。
長
谷
部
恭
男
﹁
法
源
・
解
釈
・
法
命
題―

―
H

ow
 to return from

 the interpretive turn

﹂
長
谷
部
恭
男
﹃
憲
法
の
理
性
﹄（
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
二
〇

－

二
二
一
頁
（
引
用
文
の
亀
甲
括
弧
内
は
筆
者
）。

（
１３４
）　

法
科
大
学
院
に
お
け
る
﹁
法
哲
学
﹂
な
い
し
﹁
法
理
学
﹂
や
、
関
連
科
目
に
お
い
て
、
い
か
な
る
テ
ー
マ
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
北
村
隆
憲
﹁
法
科
大
学

院
及
び
法
学
部
に
お
け
る
法
哲
学
関
連
科
目
に
関
す
る
実
態
調
査
の
概
要
﹂
日
本
法
哲
学
会
編
﹃
法
哲
学
と
法
学
教
育―

―

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
時
代
の
中
で
（
法
哲
学
年
報
二
〇

〇
六
）﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
１３５
）　C

f. Joseph R
az, ‘Interpretation’, su

p
ra

 note 5, p. 320.

（
１３６
）　C

f. A
ndrei M

arm
or, ‘Should W

e V
alue L

egislative Integrity?’ su
p

ra
 note 106, pp. 44-46.

（
１３７
）　C

f. A
ndrei M

arm
or, P

h
ilosop

h
y of L

a
w

, su
p

ra
 note 107, p. 154.

八
九
三



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
四
巻
三
号�

四
一
八

ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
の
解
釈
多
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（
１３８
）　

参
照
、井
上
達
夫
﹁
立
法
学
の
現
代
的
課
題―

―

議
会
民
主
政
の
再
編
と
法
理
論
の
最
定
位
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
二
八

－

一
三
一
頁
、井
上
達
夫
・

前
掲
注
（
１１１
）﹁
特
集
に
あ
た
っ
て
﹂
八

－

九
頁
。﹁
ね
じ
れ
国
会
﹂
を
立
法
学
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
論
考
と
し
て
、cf. T

akehiro O
hya, ‘Tw

isted D
iet: A

 F
ailure in 

L
egislating P

olitics in Japan’, in L
egisp

ru
d

en
ce: In

tern
a

tion
a

l Jou
rn

a
l for th

e S
tu

d
y of L

egisla
tion

, vol. 2, no. 3 （2009

）. 八
九
四


